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〜
園
芸
農
業
の
魅
力
と
市
の
取
り
組
み
〜

〜
園
芸
農
業
の
魅
力
と
市
の
取
り
組
み
〜

　

阿
賀
野
市
は
、
昔
か
ら
農

　

阿
賀
野
市
は
、
昔
か
ら
農

業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

業
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
近
年
、

　

今
回
の
特
集
で
は
、
近
年
、

注
目
を
集
め
て
い
る
「
園
芸

注
目
を
集
め
て
い
る
「
園
芸

農
業
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

農
業
」
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

園
芸
農
業
と
は
、
稲
作
と

　

園
芸
農
業
と
は
、
稲
作
と

違
い
、
野
菜
・
果
樹
・
草
花

違
い
、
野
菜
・
果
樹
・
草
花

な
ど
を
栽
培
す
る
農
業
で
す
。

な
ど
を
栽
培
す
る
農
業
で
す
。

　

市
内
の
生
産
者
・
消
費
者

　

市
内
の
生
産
者
・
消
費
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え

な
が
ら
、
園
芸
農
業
の
こ
れ

な
が
ら
、
園
芸
農
業
の
こ
れ

か
ら
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ら
を
紹
介
し
ま
す
。

菜
・
彩
・
栽
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菜
・
彩
・
栽
！

　
　
　

未
来
に
輝
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園
芸
農
業
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芸
農
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を
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を
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よ
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落
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り
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り
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地
産
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取
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業
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体
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体
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体
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稲  

作
と
園
芸
農
業
で

作
と
園
芸
農
業
で

　
　
　
　

  　

経
営
の
安
定
化

　

経
営
の
安
定
化

エディブルフラワー（食用花）エディブルフラワー（食用花）

ブルーベリー

イチゴイチゴ

アスパラガス

シイタケシイタケ

　1月、有限会社ささかみやまびこ農産（勝屋）のハウ　1月、有限会社ささかみやまびこ農産（勝屋）のハウ

スでは、スでは、軟軟
なんなん

白白
ぱくぱく

ネギの出荷が最盛期を迎えていました。　ネギの出荷が最盛期を迎えていました。　

　このネギの特徴は、甘みと柔らかさの他に、葉の青い　このネギの特徴は、甘みと柔らかさの他に、葉の青い

部分までおいしく食べられることです。部分までおいしく食べられることです。

　左から、五十嵐初さん、榎本庄太さん、丸山峰子さん　左から、五十嵐初さん、榎本庄太さん、丸山峰子さん

スイートコーンスイートコーン

チューリップチューリップ サトイモサトイモ

オータムポエム

（アスパラ菜）

柿

タマネギタマネギ

菊菊

ブルーベブルーベ

アスパアスパ

オーオオー

（アス（アス

柿柿

軟白ネギ軟白ネギ

イチジクイチジク

ジャガイモジャガイモ

カリフラワーカリフラワー

バターナッツバターナッツ

　　　カボチャ　　　カボチャ

夢ファームくまい（熊居新田）夢ファームくまい（熊居新田）

遠藤将人さん遠藤将人さん

阿
賀
野
の
園
芸
作
物

阿
賀
野
の
園
芸
作
物

春

秋
冬

夏
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生
産
者
の
思
い
を
一
皿
で
表
現
す
る

生
産
者
の
思
い
を
一
皿
で
表
現
す
る

挑
戦
し
続
け
る
先
に
未
来
が
あ
る

挑
戦
し
続
け
る
先
に
未
来
が
あ
る 民蔵ふぁーむ　代表

曽我　憲司さん

金渕在住 39 歳。
県外で会社員として勤務していたが、 7 年
前に地元に戻り、 農業に従事。 越後姫 （イ
チゴ） やカリフラワーなど 30 種類の作物を
栽培している。
http://tamizoufarm.blog.jp/

ダイニング修蔵 （中島町）　シェフ

魚野　純樹さん

新発田市出身 42 歳。
料理の仕事を始めて 24 年。 店では、 イタ
リア料理を中心に、 旬の阿賀野市産の食材
にこだわった料理を提供。 阿賀野市産のサ
トイモを使ったパスタなど、 食材の可能性を
探し、 新しい料理に挑戦し続けている。

　

阿
賀
野
市
産
の
作
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
て
い
る

「
ダ
イ
ニ
ン
グ
修
蔵
」
の
シ
ェ
フ
魚

野
純つ

な

樹き

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
魚
野
さ
ん
は
、
料
理
の
素
材
と
し

て
阿
賀
野
市
産
の
作
物
を
た
く
さ
ん

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
。

魚
野
―
地
産
地
消
で
阿
賀
野
市
の
活

性
化
を
し
た
か
っ
た
こ
と
で
す
。
食

材
を
探
し
て
み
る
と
市
内
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
作
物
の
種
類
が
意
外
と
多

い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
（
笑
）
こ
ん

な
も
の
も
あ
る
の
っ
て
感
じ
で
す
か
。

―
阿
賀
野
市
産
の
作
物
を
使
用
す
る

理
由
は
何
で
す
か
。

魚
野
―
と
に
か
く
鮮
度
で
す
。
収
穫

し
た
ば
か
り
の
作
物
は
、
味
・
食
感

だ
け
で
な
く
香
り
が
違
い
ま
す
。

―
食
べ
た
人
の
反
応
は
ど
う
で
す
か

魚
野
―
お
客
さ
ま
か
ら
も
野
菜
の
香

り
が
す
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
質
の
良
い
野
菜
は
香
り
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

―
生
産
者
と
交
流
す
る
機
会
な
ど
あ

り
ま
す
か
。

魚
野
―
休
日
や
休
憩
時
間
を
利
用
し

て
生
産
者
の
畑
に
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
栽
培
に
か
け
る
生
産
者
の
思

い
を
一
皿
で
表
現
す
る
の
が
、
私
の

仕
事
で
し
ょ
う
か
。

―
今
後
の
抱
負
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

魚
野
―
今
は
、
料
理
に
よ
っ
て
阿
賀

野
市
産
の
野
菜
を
8
割
程
度
使
っ
て

い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
１
０
０
％

使
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
料
理
を

作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

　

市
内
で
園
芸
農
業
に
取
り
組
む
曽

我
憲
司
さ
ん
に
園
芸
農
業
の
魅
力
な

ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

― 

園
芸
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

曽
我
―
父
か
ら
農
業
を
引
き
継
い
だ

と
き
、
経
営
の
安
定
化
を
考
え
て
園

芸
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
野
菜
を
新
鮮
な

う
ち
に
届
け
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

―
園
芸
農
業
を
始
め
て
の
感
想
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

曽
我
―
自
然
が
相
手
な
の
で
、
う
ま

く
い
く
と
き
も
あ
れ
ば
駄
目
な
と
き

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
気
候
風

土
に
何
が
適
し
て
い
る
の
か
、
ま
だ

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
（
笑
）

　

毎
年
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続

け
る
先
に
、
未
来
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
年
、
力
を
入
れ
る
作
物
は
な
ん

で
す
か
。

曽
我
―
需
要
が
多
い
レ
タ
ス
系
の
作

物
で
す
ね
。
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を

作
っ
て
い
る
の
で
、
収
穫
期
が
重
な

ら
な
い
よ
う
に
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
。

曽
我
―
昨
年
、
新
た
に
ハ
ウ
ス
を
借

り
て
、
レ
タ
ス
や
ソ
ラ
マ
メ
、
ル
ッ

コ
ラ
、
タ
マ
ネ
ギ
の
試
験
栽
培
を
始

め
ま
し
た
。
う
ま
く
で
き
る
と
い
い

の
で
す
が
…
。

　

園
芸
農
業
は
、
や
っ
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
に
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ  

の
地
域
の

の
地
域
の

　
　
　
　

  

気
候
風
土
を
知
る

気
候
風
土
を
知
る

カリフラワーの畑。11 月ごろから収穫が始まります。カリフラワーの畑。11 月ごろから収穫が始まります。

意  

外
と
多
か
っ
た

外
と
多
か
っ
た

　
　
　
　

  

阿
賀
野
市
の
食
材

阿
賀
野
市
の
食
材

真鯛と女池菜・本間さんの里芋・　　　真鯛と女池菜・本間さんの里芋・　　　

　　　プチトマトのマリナーラ パスタ　　　プチトマトのマリナーラ パスタ

  真鱈とやまびこ農産さんの長ネギの  真鱈とやまびこ農産さんの長ネギの

ゴルゴンゾーラ クリームソース パスタ　ゴルゴンゾーラ クリームソース パスタ　

　生ハムと本間さんのいちご・マスカル　生ハムと本間さんのいちご・マスカル

ポーネのマリアージュ オードブル　ポーネのマリアージュ オードブル　

　本間さんの里芋の　本間さんの里芋の

　　　　　　ウニソース　　　　　　ウニソース

※写真の説明は、店舗で提供しているメニュー名です。
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■
問
い
合
わ
せ

農
林
課 

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
６
７
２
）

特集　菜・彩・栽 ! 未来に輝く園芸農業

　

市
は
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図

る
た
め
に
は
、
園
芸
作
物
の
導
入
に

よ
る
複
合
営
農
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
あ
る
、
新
し
い
「
阿
賀
野

市
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
は
、
園
芸
品
目
の
産

地
化
・
特
産
化
を
目
指
す
取
り
組
み

や
、
施
設
園
芸
の
技
術
研
修
、
農
業

体
験
が
可
能
と
な
る
次
世
代
型
の
大

型
園
芸
ハ
ウ
ス
整
備
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
園
芸
農
業
者
だ
け
で
な

く
、
新
規
就
農
者
の
支
援
に
も
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
現
在
7
人
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
市
内
の
農
家

で
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
来
年

度
に
は
、
さ
ら
に
2
人
を
増
員
す
る

予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
農
業
者
や
新
潟
県
、
Ｊ

Ａ
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
、
栽
培
研

修
会
開
催
の
案
内
や
、
国
・
県
・
市
の

助
成
制
度
の
紹
介
な
ど
、
積
極
的
に

農
業
者
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

未
来
に
輝
く
園
芸
農
業
を
目
指
し

て
、「
菜
・
彩
・
栽
」
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未  

来
に
輝
く

来
に
輝
く

  
園
芸
農
業
を
目
指
し
て

園
芸
農
業
を
目
指
し
て

旬の野菜をおいしく、

ヘルシーに料理 !

　クックパッド阿賀野市公式キッチンでは、市

内で収穫される旬の野菜を使ったレシピを管理

栄養士監修の下、紹介しています。

　「のっぺ」などの郷土料理はもちろん、離乳食

や学校給食の人気メニューも掲載しています。

阿賀野市の食材で料理に挑戦してください！

始
ま
る　

新
し
い
園
芸
農
業
の
か
た
ち

始
ま
る　

新
し
い
園
芸
農
業
の
か
た
ち

　

1
月
、
平
成
22
年
に
閉
校
と
な
っ

た
旧
大
和
小
学
校
（
小
浮
）
の
校
舎

内
に
植
物
工
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
株
式
会
社
脇

坂
園
芸
（
境
新
）
が
市
と
旧
校
舎
の

賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
全
国
商
工
会

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
建
設

し
た
も
の
で
す
。

　

植
物
工
場
と
は
、
密
閉
さ
れ
た
室

内
で
土
を
使
わ
ず
植
物
を
栽
培
す
る

工
場
で
す
。

　

室
温
・
湿
度
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
生
育
に
必
要
な
養
分
な
ど

は
水
に
溶
か
し
て
循
環
さ
せ
ま
す
。

日
光
の
代
わ
り
に
な
る
の
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
で
、
栽
培
す
る
品
目
に
合
わ
せ

て
数
種
類
の
照
明
が
あ
り
ま
す
。

　

植
物
工
場
は
、
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
安
定
し
た
生
産
体

制
を
確
立
で
き
ま
す
。

① 

冷
夏
や
暖
冬
な
ど
の
気
象
変
動
の

影
響
を
受
け
な
い
。

② 

無
菌
・
密
閉
さ
れ
た
空
間
で
栽
培

す
る
た
め
、
病
気
や
害
虫
の
被
害

が
な
く
農
薬
が
必
要
な
い
。

③ 

土
や
農
薬
を
使
わ
な
い
の
で
、
収

穫
後
、
洗
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
は
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー

の
栽
培
技
術
の
確
立
を
図
る
と
と
も

に
、レ
タ
ス
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
工
場

内
設
備
の
遠
隔
操
作
な
ど
に
よ
る
更

な
る
省
力
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

安  

定
し
た

定
し
た

　
　
　
　

  

生
産
体
制
の
確
立

生
産
体
制
の
確
立

消費者へつなぐ　生産者の思い消費者へつなぐ　生産者の思い

藤田 正和さん（三条市）

　　 真由美さん

　

ほ
ぼ
毎
月
、
五
頭
温
泉
郷
の
温
泉

に
入
っ
た
後
、
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の

森
の
ゆ
う
き
ふ
れ
あ
い
即
売
所
（
村

杉
）
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

普
段
は
、
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を

し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
の
即
売
所
で

は
、
旬
の
野
菜
が
た
く
さ
ん
並
び
季

節
感
が
味
わ
え
ま
す
。

 

何
と
い
っ
て
も
鮮
度
が

抜
群
で
す
。
野
菜
が
良

い
状
態
で
並
ぶ
の
で
、

み
ず
み
ず
し
い
だ
け
で

な
く
、日
持
ち
も
し
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
こ
と
で
、

食
材
に
対
す
る
安
心
感

も
大
き
い
で
す
ね
。

　

今
後
も
、
立
ち
寄
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
の
ゆ
う

き
ふ
れ
あ
い
即
売
所
に
は
、
年
間

約
6
万
人
が
訪
れ
、
旬
の
野
菜
を

１
０
０
円
か
ら
の
低
価
格
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
団
体
も
含
め
て
約
60
人
が

参
加
し
、
野
菜
だ
け
で
は
な

く
、
納
豆
や
味
噌
な
ど
の
加

工
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
即
売
所
は
、
生
産
者

が
交
代
で
店
番
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
店
員
は
み
ん
な
園

芸
農
業
の
プ
ロ
で
す
。

　

家
庭
菜
園
な
ど
野
菜
の
作

り
方
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
ま
す
よ
（
笑
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
旬
の
野
菜

を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

クックパッド　阿賀野市 検索

旬旬

ヘヘ

栄

や

カリフラワーのサラダカリフラワーのサラダ

　　　　　　　（学校給食）　　　　　　　（学校給食）

サトイモのチーズ入りコロッケサトイモのチーズ入りコロッケ

バターナッツカボチャバターナッツカボチャ

のケーキのケーキのっぺ（学校給食）のっぺ（学校給食）

校舎内に建設した植物工場。エディブルフラワー（食用花）を栽培しています。校舎内に建設した植物工場。エディブルフラワー（食用花）を栽培しています。

　　

生育に必要な養分は、センサーで感知し、生育に必要な養分は、センサーで感知し、

適度な濃度を自動的に維持します。適度な濃度を自動的に維持します。

鮮  

度
が
抜
群
で

度
が
抜
群
で

  

生
産
者
の
顔
が
見
え
る

生
産
者
の
顔
が
見
え
る

消  

費
者
に
旬
の

費
者
に
旬
の

  

野
菜
を
食
べ
て
ほ
し
い

野
菜
を
食
べ
て
ほ
し
い

　五頭山麓うららの森ゆうき　五頭山麓うららの森ゆうき

ふれあい即売所の皆さん　ふれあい即売所の皆さん　
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　　 在等の理由により配達することのできなかっ

　　 た通知カードは、現在、市で保管しています。

まだ通知カードを受け取っていない人は、市役所

で受け取ることができます。

　詳しくは、市民生活課〔☎ 62-2510（内線 211）〕

へ問い合わせください。

個人番号カードの申請はお済みですか？

　　 人番号カードの申請

　　 をした人には、交付

の準備が整い次第、個人

番号カード受け取りの案

内文書と交付通知書を郵

送します。カード受け取

りについての詳細は、案

内文書をご覧ください。

交付通知書▼

・・ マイナンバーを証明する書類として利用できま

す。

・・ 本人確認書類にもなり、マイナンバーの提示と

本人確認が同時に行えます。

・・ 各種行政手続きのオンライン申請に利用できま

す。

・・ 初回の交付手数料は、無料です。

　　 人番号カードの申請方法は、通知カードに同

　　 封されている個人番号カード交付申請書に必

要事項を記入し、顔写真を貼り付け、返信用封筒

に入れてポストに投函するだけです。

　他にも、スマートフォンや市役所 1階市民生活

課での申請も受け付けています。

個人番号カード個人番号カード
～申請を受け付けています～

　　 イナンバーが記載された通知カードを世帯主

　　 宛てに郵送しました。現在、市では通知カー

ドよりも便利な個人番号カードの申請を、希望者

から受け付けています。

個人番号カードの申請者には交付通知書を郵送します

■ マイナンバー制度に関

する問い合わせ

　☎0120-95-0178
　（通話料無料）

　・・月曜～金曜

　・ 午前 9時 30 分～午後

10 時

　・・ 土曜、日曜、祝日

　・ 午前 9時 30 分～午後

5時 30 分

通知カードは確実に

受け取ろう！

マ

個

不

個

◆◆ 個人番号カードはこんなに便利 ◆◆

◆◆ 個人番号カードの申請は簡単 ◆◆

◆◆ まだ通知カードを受け取っていない人は ◆◆

※ 1  阿賀野市行政改革推進委員会の各委員（委員長を除く）によって選択された判定区分の数（「休
止・廃止」「民間」「継続」「改善」「拡大・拡充」「統合・縮小」の区分より選択）を記載

※ 2  委員の多数意見により決定
※ 3  評価における各委員の意見や議論の内容等を踏まえ、評価対象事務事業の実施に当たって考
慮すべき改善点等について、阿賀野市行政改革推進委員会の総意として整理した内容を記載

事務事業名 担当課

評価結果

判定別数
（※ 1）

評価
判定
（※2）

主な理由・内容

付帯意見（※ 3）

生ごみ処理

器設置事業

費

市民生

活課

改善：4

継続：2

休止・廃止：2

改善

　一般家庭から排出される生ごみを減量化する手段として生
ごみ処理器の普及を推進し、ごみの減量化に対する市民の意
識向上を事業目的としているにもかかわらず、積極的な広報
活動が不足している。

・・ 事業の目的や効果を PRし、設置者を多くする努力をすべき
である。
・・ 生ごみ処理器を使用する際のマニュアル作成や、農林課と
の連携による農家需要の掘り起こしなどを行ってほしい。
・・ 生ごみ処理器にとらわれず、ごみの減量化に向けた方向性
を検討してほしい。

運動普及員

会活動費

健康推

進課

継続：6

拡大・拡充：2
継続

　健康づくりを目的とする運動を普及させるため、今後もボ
ランティアによる活動を推進していくことは妥当である。

・・ メンバーが固定されないように、新しい普及員の育成につ
いての努力もしてほしい。
・・ 各地区に普及員を配置できるよう願いたい。
・・ 運動参加者にプラスアルファの楽しみも提供できるような
工夫もしてほしい。
・・ 休日に事業を実施するなど、参加者が増えるような取り組
みを進めてほしい。

知的障害児

（者）手当支

給事業費

社会福

祉課

改善：4

継続：4
改善

　療育手帳を持つ知的障害者に対し、社会参加の促進のため
手当を支給しているが、この事業の目的や効果を踏まえ、対
象者の見直しや支給額の減額などの検討をすべきである。

・・ 施設入所者について、現在の手当支給額が妥当かどうか検
討を進めてほしい。

阿賀野地区

林業改良協

会補助金

農林課

継続：4

改善：3

休止・廃止：1

継続

　全国林業改良普及協会の会員である新潟県林業改良協会の
下部組織として活動する阿賀野地区林業改良協会に対し、規
約に基づき補助金が支出されている。県の林業施策推進へ協
力し、林業の活性化と山林の保全を図るため、現行の取り組
みを継続すべきである。

・・ 阿賀野市における林業の将来性を検討してほしい。
・・ 現状に合っていない部分の規約の見直しを進めてほしい。

木造住宅耐

震診断支援

事業費

建設課

継続：4

休止・廃止：2

改善：1

拡大・拡充：1

継続

　地震による被害の軽減を図り、地震に強いまちづくりを進
めるため、現行の取り組みを継続すべきである。

・・ 耐震診断に係る費用の自己負担がないことについて、対象建
物所有者へのさらなる広報活動に取り組んでほしい。

木造住宅耐

震改修支援

事業費

建設課

継続：5

休止・廃止：2

拡大・拡充：1

継続

（木造住宅耐震診断支援事業費と同じ）

・・ 建築関係業者との協力により利用促進を図ってほしい。
・・ 木造住宅耐震診断支援事業と事業を一本化することで、事務
の合理化を図ることができないか検討してほしい。

安田地区教

職員住宅管

理費

学校教

育課
継続：8 継続

　入居率の低下により用途廃止の方針であるが、借入償還金
が終了するまで現状を維持する取り組みは妥当である。

・・ 管理費用の軽減を図るためにも、借入償還金が終了する平
成28年度以降の利活用をできるだけ早めに検討してほしい。

行 改改革政
阿賀野市の 　市では、「事務事業評価」を毎年行っています。今

年度も 7つの事務事業について、阿賀野市行政改革
推進委員会に外部評価の諮問を行いました。
　ここでは、その評価結果をお知らせします。

■問い合わせ
　 市長政策課 企画経
営係
　 ☎ 62-2510（内線 261）
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◆ 

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各

種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
人

◆ 

2
か
所
以
上
の
会
社
な
ど
か
ら
給

与
を
も
ら
っ
て
い
る
人

◆ 

年
間
の
給
与
収
入
額
が
2
千
万
円

を
超
え
る
人

所
得
税
還
付
申
告

　

申
告
が
不
要
で
も
、
還
付
を
受
け

る
場
合
は
、
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆ 
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
や

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

◆ 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み

の
人
で
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

◆ 

平
成
27
年
中
に
退
職
し
、
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
人

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

１
年
目
の
申
告
は
税
務
署
で

　

初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
申
告
を
す
る
場
合
は
、
新
発
田
税

務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告

　

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思

わ
れ
る
人
に
は
、
市
か
ら
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
申
告
書
が
送
付
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
平
成
27
年
中

の
所
得
状
況
に
よ
り
必
要
な
場
合

は
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
申
告

◎
農
業
所
得
は
収
支
計
算
で

　

農
業
所
得
は
、
各
自
で
「
収
支
内

訳
書
」
を
作
成
し
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
小
作
料
収
入
は
不
動
産
所
得
で
す

　

農
地
を
貸
し
て
得
た
収
入
は
、「
不

動
産
所
得
」
と
し
て
収
支
内
訳
書
を

作
成
し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

必
要
経
費
は
、
貸
付
地
の
固
定
資

産
税
・
土
地
改
良
費
な
ど
で
す
。

そ
の
他
の
申
告

譲
渡
所
得
の
申
告

　

平
成
27
年
中
に
土
地
・
建
物
な
ど

の
譲
渡
に
よ
る
所
得
の
あ
る
人
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。
新
発
田
税
務
署

の
申
告
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
と

地
方
消
費
税
の
申
告

　

個
人
事
業
者
の
平
成
27
年
分
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、

3
月
31
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
新
発
田
税
務
署
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

□ 

筆
記
用
具
、
計
算
器
具
、
印
鑑

□ 

給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

□ 

収
支
内
訳
書
（
完
成
し
て
い
る
も
の
）

□ 

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、

国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
証
明
書
、

国
民
年
金
控
除
証
明
書
な
ど

□ 

生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料

控
除
を
受
け
る
人
は
、
控
除
証
明

書
な
ど

□ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
手

帳
、
証
明
書
な
ど

□ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医

療
費
の
領
収
書
と
明
細
書
（
保
険

か
ら
の
補
て
ん
金
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
金
額
が
分
か
る
書
類
）

※ 

事
前
に
自
分
で
領
収
書
な
ど
を
整

理
・
計
算
し
、「
医
療
費
の
明
細
書
」

を
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

□ 

そ
の
他
収
入
・
控
除
に
関
す
る
書
類

□ 

振
替
納
税
を
初
め
て
申
し
込
む
人

は
、
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
番

号
と
金
融
機
関
届
出
印

□ 

還
付
金
を
受
け
取
る
人
は
、
本
人

名
義
の
預
貯
金
口
座
番
号

◆ 

申
告
書
は
、
自
分
で
作
成
し
、

早
め
に
提
出
を
！

　

所
得
税
は
、
所
得
の
状
況
を
一
番

よ
く
知
る
皆
さ
ん
自
身
が
、
税
法
に

従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納
税

す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
用
し

て
い
ま
す
。「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
手
引
き
」
な
ど
を
参
考
に
し
て

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
、
郵
便
や
信
書
便
に
よ

る
送
付
の
ほ
か
、
税
務
署
の
時
間
外
収

受
箱
へ
投と

う

函か
ん

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
申
告
書
の
送
付
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
５
７
‐
８
６
６
６

（
住
所
記
載
不
要
）　

新
発
田
税
務
署

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
６
１

◆
申
告
書
の
作
成
は

　

便
利
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
な
ど
を
作
成
で

き
る
「
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て

金
額
を
入
力
す
る
と
、
税
額
が
自
動

計
算
さ
れ
、
所
得
税
、
消
費
税
の
申

告
書
や
青
色
決
算
書
な
ど
を
作
成
で

き
る
大
変
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
ｅ
　
　
イ
　
ー‐

Ｔタ

ッ

ク

ス

ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
を
利
用
し
て

提
出
で
き
る
ほ
か
、
印
刷
し
た
書
面

で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

●
所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て

 

新
発
田
税
務
署 

☎
０
２
５
４
‐
22

‐
３
１
６
１

●
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

 

税
務
課 

市
民
税
係 

☎
62
‐
２
５
１
０

（
内
線
６
６
１
・
６
６
４
〜
６
６
６
）

阿賀野市申告納税相談日程表（地区割）
申告納税相談会場：市役所 4階「会議室」　※支所では実施しません。

さらに便利で使いやすく！
ネットでどこでも申告・納税。

国税電子申告・納税システム

e-Tax
イータックス 検索

www.e-tax.nta.go.jp

所得税、市・県民税の申告はお早めに！

◎ 公的年金等受給者に係る確定申告不要制度

　平成 23 年分以後の各年分において、公的年金等

の収入金額の合計額が 400 万円以下であり、かつ、

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万円

以下の人は、所得税の申告は不要です。

※ 所得税の確定申告が不要な場合でも、市・県民

税の申告が必要な場合があります。

受付日
対象自治会 (水原地区 ) 対象自治会（笹神地区・安田地区・京ヶ瀬地区）

午前（9時～11 時） 午後（1時～3時） 午前（9時～11 時） 午後（1時～3時）

2月12 日（金）  
～16 日（火）

農業取得・不動産所得・営業所得などがある市・県民税の申告のみ受け付けます。平成 27 年

までの申告状況で、対象と思われる人には「平成 28 年度市・県民税申告書」を送付しています。

※ 13日（土）、14日（日）は行いません。所得税の申告は、2月 17 日以降にお越しください。

2 月17 日（水）
新座、分田 1、上福岡、

西岡

停 1、停 2、あがの、松

井町 1、松井町 2、南町

村岡、長起、上蔵野、上高関、上

西野、中ノ通、藤屋、山倉新田

押切、金屋、五頭の里、次郎丸、

滝沢

18 日（木）
分田 2、分田 3、分田学

校町、分田 5
分田 6、分田 7、分田 8

下山屋、貝喰、上一分、沢口、

下一分、堤、小栗山、熊堂

飯山新、高田、沖、上高田、榎船渡、

榎、上飯塚、船居、沖ノ館

2 月19 日（金）
水原栄町、上江端 1、

上江端 2、水ヶ曽根

上袖、下袖、庚町、前

山口、新橋、館の越

畑江、勝屋、湯沢、折居、女

堂

笹岡、山崎、山倉・上関口、

しらとり

2 月21 日（日） 休日申告納税相談日（市内全域、受付時間：午前 9時～ 11 時）

22 日（月）
山本新、熊居新田、切

梅新田

町村、あやめ、上中野目、

みずほ、上中、市野山
七浦、福井、大室、大日

村杉、今板、出湯、南沖山、泉、

下福岡

2 月23 日（火）
東雲町、東柳町、柳町、白

鳥通り、新市野山、百津

堀越上、堀越中、堀越下、

小境

発久、塚田、上山屋、蒔田、赤水、

野村、須走、横山

上坂町、羽黒、宮下、宮島、本明、

島田、真光寺

24 日（水）
堀越外城、坂町、越御堂、

里上、里中

中潟上、中潟中、中潟下、

境新田、荒屋
沢田、竜下、南郷砂山、新保

宮町、庵地、庵地小路、岩野、

福永、羽多屋、二本松

2 月25 日（木）
砂押、牧島、境新、水

原寺社

中島 5、弥生町、庄ケ宮、

下金田

安田上町、安田中町、安田下町、

小路、原町、赤坂

籠田、中山、ツベタ、丸山、小松、

草水、渡場

2 月26 日（金）
福田、七石、野地城、

大野地、原

水原上町、水原中町、水

原下町、桜木町、諏訪町、

新々町、水原新栄町

片町、浦町、安田栄町、千刈町、

下学校町、上学校町、東学校町、

安田新栄町

久保、小浮新田、小浮本村、

野田、嶋瀬、千唐仁

夜間申告納税相談日（市内全域、受付時間：午後 5時 30 分～ 7時 30 分）

2月28 日（日） 休日申告納税相談日（市内全域、受付時間：午前 9時～ 11 時）

2月29 日（月）
元町 1、元町 2、下山口

1、下山口 2、下山口 3
里金田、里下、土橋

本町、安田横町、門前、御城町、

新町

六野瀬、興野、安田寺社一、安

田寺社二、安田寺社三、安田寺

社四、安田寺社五、物見山町

夜間申告納税相談日（市内全域、受付時間：午後 5時 30 分～ 7時 30 分）

3月 1日（火）
泉町、旭町、中島 4、

堰場、緑町

西外城、中外城、東外城、

日の出町

姥ヶ橋、曽郷、猫山、金渕、

乙金渕、曽郷エコタウン

下里、嘉瀬島、粕島、小島、川前、

七島、月崎、前山

2 月02 日（水）
天朝通り、小川町、水

原横町、南新町、

学校町、上山口、中山口、

南山口

法柳新田、法柳、深堀、田山、

城、箸木免

緑岡 1、緑岡 2、緑岡 3、飯森

杉団地、さくら団地、美里団地

3 日（木）
中島 1、中島 2、中島 3、

新光町、消防通り、杉並、

みそら野

北新町、若葉町、稲荷町、

シンパシー

下黒瀬、上黒瀬、窪川原、京ヶ

島第一、京ヶ島

駒林 1、駒林 2、駒林 3、緑岡 4、

緑岡 5、緑岡 6

2 月04 日（金）
中島 6、天神堂、千原、

沖通

停 3、すみれ野、あさひ、

シンフォニー市野山

飯森杉、小里、下ノ橋、関屋、

小河原

駒林 4、駒林 5、駒林 6、五郎

巻

2 月07 日（月）
3～15日（火）

市内全域を対象とした予備日です。指定日に都合のつかない人は、この期間にお越しください。

※ 12日（土）、13日（日）は行いません。

※ 受付開始時は大変混雑しますので、少し時間をずらしての来場をお勧めします。混雑が激しい場合、受け

付けを制限することがありますので、あらかじめご了承ください。

※ 「休日・夜間申告納税相談」は、勤務などの都合上、休日・夜間以外に都合のつかない人が対象です。

※駐車場が大変混雑します。会場へは相乗りや市営バス等の公共交通機関をご利用ください。

★「休日申告納税相談」を2月21 日（日）、28 日（日）に開催します。

★「夜間申告納税相談」を2月26 日（金）、29 日（月）に開催します。

所
得
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合

◎ 

農
業
所
得
・
営
業
所
得
・
不
動
産

所
得
な
ど
が
あ
る
場
合

　

所
得
税
を
計
算
し
た
結
果
、
納
付

税
額
が
あ
る
人

◎ 

給
与
所
得
者
の
場
合
（
次
の
い
ず

れ
か
に
あ
て
は
ま
る
人
）

申
告
書
の
作
成
は

申告期間・申告場所

2 月 16 日（火）～3月 15 日（火）※土曜・日曜を除く
・ 午前 9時～午後 4時（新発田市カルチャーセンター：
新発田市本町 4-16-83・新発田中央公園内）
※この期間、新発田税務署では申告相談を行いません。
★ 住宅借入金等特別控除、譲渡所得、消費税、贈与税等の申告相談
は、新発田市カルチャーセンターへ

・ 午前9時～11時、午後 1時～3時（市役所 4階「会議室」）



13 平成 28 年 2 月号 12平成 28 年 2 月号

催　
　

し

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

夢
を
お
い
か
け
て
！

　

安
田
文
化
協
会
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

贈
る
、
阿
賀
野
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー 

酒
井
杏

き
ょ
う

さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。

▼
日
時
＝
2
月
20
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
（
午
後
1
時
開
場
）

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
1
階
「
大
集
会

室
」

▼
出
演
＝
酒
井
杏
（
歌
）
＆
佐
藤
克
彦

（
ギ
タ
ー
）、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
酒
井
淑

幸
（
歌
）

▼
定
員
＝
先
着
１
５
０
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公
民
館

新
春
恒
例
！ 

安
田
地
区

第
47
回
囲
碁
大
会

第
45
回
将
棋
大
会

　

腕
に
自
信
の
あ
る
人
、
顔
な
じ
み
の

友
人
同
士
、初
め
て
挑
戦
す
る
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
28
日
（
日
）
午
前
9
時
〜

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者

▼
競
技
方
式
等

・ 

囲
碁
大
会
…
込
み
出
し
方
式
・
上
位

勝
ち
・
ハ
ン
デ
ィ
戦
・
じ
ご
白
勝
ち

（
Ａ
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
）

・ 

将
棋
大
会
…
平
手
戦
（
一
般
・
高
校

生
以
下
分
け
）

▼
定
員
＝
各
20
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
表
彰
＝
各
部
門
3
位
ま
で

▼
申
込
期
限
＝
2
月
18
日
（
木
）

▼
そ
の
他
＝
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公

民
館

愛
鳥
学
習
会

　

野
鳥
観
察
の
楽
し
み
方
な
ど
、
野
鳥

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。

▼
日
時
＝
3
月
6
日
（
日
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
（
午
後
1
時
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
2
階
「
大
研
修
室
」（
新
潟
市
中

央
区
女
池
南
3
‐
1
‐
2
）

▼
定
員
＝
先
着
80
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
愛
鳥
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た

は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
2
月
28
日
（
日
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県

愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

Ⓕ
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
１

 n
g
t0
3
5
3
1
0
@
p
ref.n
iig
ata.lg

.jp

地
域
さ
さ
え
愛
事
業

住
ん
で
る
民ひ

と

で
「
支
え
合

い
」
の
地
域
づ
く
り

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
暮
ら
し

た
い
…
。
こ
の
思
い
は
、
近
所
・
同
じ

地
域
の
人
た
ち
も
同
じ
で
す
。

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
に
す
る
た

め
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
2
月
20
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
午
後
1
時
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
内
容

・ 

第
1
部
…
「
地
域
の
支
え
合
い
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演

・ 

第
2
部
…
「
地
域
の
困
り
事
に
つ
い

て
」
の
話
し
合
い

▼
講
師
＝
李イ

在ジ
ェ

檍オ
ク

氏
（
新
潟
青
陵
大
学

福
祉
心
理
学
部
社
会
福
祉
学
科
准
教

授
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人
（
学
生
の
参
加
も

歓
迎
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
お
茶
代
）

▼
申
込
期
限
＝
2
月
17
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）　

石
塚　

☎
67
‐
９
２
０
３

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
し

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

イ

ン

ク

ル

ー

ジ

ョ

ン  

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

　

少
子
高
齢
化
の
み
な
ら
ず
、
老
障
介

護
・
ひ
き
こ
も
り
・
生
活
困
窮
者
の
増

加
な
ど
、
新
た
な
課
題
解
決
に
求
め
ら

れ
る
福
祉
の
人
材
像
と
は
何
か
…
。

　

福
祉
の
力
を
結
集
し
、「
阿
賀
野
市
」

で
こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
築
き
上
げ
る
た

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
2
月
27
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」

▼
内
容
＝
「
福
祉
の
人
材
像
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
講
師
＝
岩
本
恭
典
氏
〔（
一
社
）
Ｆ

Ａ
Ｃ
Ｅ 
to 
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
事
務
局

長
〕 

ほ
か

▼
定
員
＝
先
着
50
人
（
福
祉
職
を
目
指

す
学
生
の
参
加
も
歓
迎
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
2
月
19
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
講

師
を
交
え
た
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

▼
主
催
＝
県
社
会
福
祉
協
議
会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
課　

石
塚

☎
67
‐
９
２
０
３

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎ 

墨
友
会
「
水
墨
画
作
品
展
」

　

会
員
の
水
墨
画
作
品
15
点
ほ
ど
を
展

示
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
2
月
16
日
（
火
）
〜
3
月
13

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

月
曜
休
館
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館    （休館中）
水原公民館    （休館中）
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
【市役所・各支所の開庁時間】
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分〔土曜、日曜、祝日、
年末年始 (12 月 29 日～ 1月 3日 ) を除く〕

　12 月 13 日、さくらの街信用組合（中央町1）で、

同信用組合の長谷川信一理事長が岩村弘一教育

長に、子どもの健全育成などの活動に役立てて

ほしいと 10万円を寄付されました。

　同信用組合が取り扱う「しんくみピーターパン

カード」の利用代金の 0.5％を社会貢献活動の一

環として寄付するもので、市教育委員会では、安

田・京ヶ瀬幼稚園の図書購入費として活用します。

子
ど
も
の
健
全
育
成
に

●
さ
く
ら
の
街
信
用
組
合

　12 月 18 日、株式会社エスポアール（福島県

田村市）の杉山元巳最高顧問と鴫
しぎ

原義典新潟工

場主任が来庁し、子どもたちの育成のために役

立ててほしいと、10万円を寄付されました。

　同社は、笹岡地内に新潟工場を操業し、スポー

ツ用品メーカー「ミズノ」の製品を主力にスポー

ツウエアを製造。企業経営方針に地域貢献を掲

げ、その一環として寄付が行われました。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
㈱
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

左から、田中市長、杉山最高顧問、鴫原左から、田中市長、杉山最高顧問、鴫原
主任主任左から、長谷川理事長、岩村教育長左から、長谷川理事長、岩村教育長

　清野さんは、水原町議会議員として、昭和 39

年 4 月から昭和 51 年 4 月まで、3 期 12 年間務

められました。

　この間、建設常任委員会委員長、総務文教常任

委員会副委員長の要職を歴任。水原町農業委員

会委員、水原町教育委員会教育委員を務めるな

ど、町政の伸展に尽力されました。

高齢者叙勲（12 月 1日） 地方自治功労

清
せい

野
の

昭
しょうへい

平さん（上江端）

勲

旭日単光章旭日単光章
　百 さんは、安田町議会議員として、昭和 58年

5月から平成 11 年 4月まで、4期 16 年間務めら

れました。

　この間、副議長や総務文教常任委員会委員長・

副委員長、水原郷病院組合議会議長の要職を歴任。

議会運営委員会委員や安田町総合計画審議会委

員を務めるなど、町政の伸展に尽力されました。

死亡叙勲（11 月 11 日） 地方自治功労

故・百
もも

順
じゅんじ

二さん（寺社）

勲

旭日単光章旭日単光章
死亡叙勲（11 月 11 日）地方自治功労

 12 月 25 日、長男・百 12 月 25 日、長男・百 順也さん受領順也さん受領

ネ
パ
ー
ル
地
震
の
被
災
者
へ

●
安
田
・
京
ヶ
瀬
中
学
校
寄
付

　

12
月
24
日
、
安
田
・
京
ヶ
瀬
中
学
校
の

生
徒
代
表
が
「
ネ
パ
ー
ル
地
震
救
援
金
」

の
寄
付
の
た
め
、市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
「
阿
賀
野
市
4
校
で
取

り
組
め
る
地
域
貢
献
活
動
」
の
一
環
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
が
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　

安
田
中
学
校
は
、
生
徒
が
募
金
活

動
を
し
て
集
め
た
３
１
６
８
８
円
を
、

京
ヶ
瀬
中
学
校
は
、
昨
年
10
月
に
行
わ

れ
た
コ
ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
で

出
店
し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
収
益

金
６
０
９
３
０
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
市
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
寄
付
さ
れ
た
お
金

は
、
市
か
ら
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
ネ

パ
ー
ル
の
被
災
者
支
援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

高齢者叙勲（12 月 1日）地方自治功労

 1 月 8 日受領 1 月 8 日受領

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

寄付

左から、佐藤敬仁さん（京ヶ瀬中 3年）、田中市長、左から、佐藤敬仁さん（京ヶ瀬中 3年）、田中市長、
佐藤千紘さん（安田中 3年）佐藤千紘さん（安田中 3年）

つ
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催　
　

し

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

歌
と
踊
り
発
表
会

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

水
原
文
化
協
会

篆て

ん

刻こ

く

作
品
展
示

　

水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
篆

刻
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
2
月
26
日
（
金
）
ま
で

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体
＝
篆
刻
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）

お
知
ら
せ

水
原
公
民
館
・
水
原
総
合
体
育
館

３
月
１
日
（
火
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

水
原
公
民
館
・
水
原
総
合
体
育
館
に
つ

い
て
は
、
耐
震
改
修
工
事
の
た
め
、
大
変

ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

両
施
設
は
3
月
1
日
（
火
）
か
ら
利

用
を
再
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

◎ 

3
月
分
の
利
用
申
請
受
付
を
開
始
し

ま
す

○
水
原
公
民
館

▼
受
付
開
始
日
＝
2
月
22
日
（
月
）

▼
受
付
場
所
＝
水
原
公
民
館

▼
受
付
時
間
＝
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
水
原
総
合
体
育
館

▼
受
付
開
始
日
＝
2
月
22
日
（
月
）

▼
受
付
場
所
＝
水
原
総
合
体
育
館

▼
受
付
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

30
分

▼
そ
の
他
＝
2
月
21
日
（
日
）
ま
で
の

水
原
地
区
体
育
施
設
の
利
用
申
請
受
付

業
務
は
、
水
原
総
合
体
育
館
仮
事
務
所

（
阿
賀
野
警
察
署
隣
・
市
交
通
安
全
協
会

内
）
で
行
い
ま
す
。
2
月
22
日
（
月
）
以

降
は
、
水
原
総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

◎
両
施
設
の
内
覧
会
を
行
い
ま
す

▼
日
時
＝
2
月
22
日（
月
）〜
26
日（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
持
ち
物
＝
上
履
き
（
水
原
総
合
体
育

館
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課 

管
理
係

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
2
月
6
日（
土
）、8
日（
月
）

〜
12
日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就
く

気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て
気
持
ち

を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
2
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

全
面
通
行
止
め
の

お
知
ら
せ

　

県
道
五
泉
安
田
線
の
次
の
区
間
が
全

面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
2
月
8
日
（
月
）
〜
5
月
8

日
（
日
）

▼
交
通
規
制
の
形
態
＝
終
日
全
面
通
行

止
め
（
迂う

回か
い

路
あ
り
）

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

新
発
田
地
域
振
興
局 

道
路
課　

　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
５
６
４

・ 

建
設
課 

計
画
調
整
係
（
内
線
３
１
５
）

　■道路規制図

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

新
潟
県
の
最
低
賃
金

■最低賃金

区分 時間額 効力発生年月日

新潟県最低賃金 731 円 平成 27 年 10 月 03 日

特
定
最
低
賃
金

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

838 円 平成 27 年 12 月 20 日

各種商品小売業 789 円 平成 27 年 12 月 17 日

自動車（新車）、自動車
部分品・付属品小売業

843 円 平成 27 年 12 月 20 日

▼
問
い
合
わ
せ

・・
新
潟
労
働
局 

賃
金
室

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
０
４

・・
新
発
田
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
２
５
４
‐
27
‐
６
６
８
０

建
設
工
事
等
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
（
追
加
分
）

　

平
成
28
年
度
に
新
発
田
地
域
広
域
事

務
組
合
や
新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健

事
務
組
合
、
下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合

が
発
注
す
る
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
（
追
加
分
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
新
発
田
地
域
広
域
事
務

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
新
発
田
地

域
広
域
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
＝
2
月
29
日
（
月
）
ま
で

※ 

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
。
郵
送

の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
。

▼
対
象

・ 

新
規
に
参
加
を
希
望
す
る
者

・ 

平
成
27
年
2
月
に
登
録
済
み
で
、
業

種
な
ど
の
追
加
が
あ
る
者

※ 

平
成
27
年
2
月
に
申
請
し
、
す
で
に

参
加
資
格
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

者
は
、参
加
資
格
が
継
続
さ
れ
る
た
め
、

今
回
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
提
出
書
類
の
様
式
＝
新
潟
県
様
式
や

当
組
合
様
式
（
新
発
田
地
域
広
域
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
新
発
田
地
域
広
域
事

務
組
合
事
務
局
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地

域
広
域
事
務
組
合 

事
務
局 

総
務
課

〒
９
５
７
‐
０
０
５
３　

新
発
田
市
中

央
町
5
‐
4
‐
7

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
１
５
０
１

詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
権
を

代
わ
り
に
申
し
込
ん
で

　

最
近
、
市
内
で
知
ら
な
い
業
者
か
ら

「
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
権
を
代
わ
り
に

申
し
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
電
話
で
頼
ま

れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
電
話
は
、
個
人
情
報
の
入

手
や
最
終
的
に
は
金
銭
の
要
求
に
つ
な

が
り
ま
す
。
不
審
な
電
話
は
相
手
に
せ

ず
、
す
ぐ
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
２
０
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

募 　

集 

学
校
給
食
調
理
員
を
募
集

◎
嘱
託
員

▼
応
募
資
格
＝
満
65
歳
未
満
（
平
成
28

年
4
月
1
日
現
在
）
で
、
阿
賀
野
市
の

学
校
給
食
調
理
員
を
3
年
以
上
勤
務
経

験
の
あ
る
健
康
な
調
理
師
免
許
所
有
者

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
、
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）、

1
日
7
時
間
30
分
勤
務

※ 

た
だ
し
、
学
校
行
事
等
に
よ
り
必
要

が
あ
る
場
合
を
除
く
。

▼
報
酬
＝
月
額
15
万
円
（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

▼
申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、写
真
を
添
付
し
て
、

笹
神
支
所
2
階
学
校
教
育
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
臨
時
職
員

▼
応
募
資
格
＝
不
問

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
原

則
給
食
実
施
日
）、
1
日
6
時
間
勤
務

※ 

祝
日
、
夏
期
休
暇
等
の
期
間
は
勤
務

な
し
。
た
だ
し
、
学
校
行
事
等
に
よ

り
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

▼
賃
金

・ 

調
理
師
免
許
あ
り
…
時
給
８
７
０
円

・ 

調
理
師
免
許
な
し
…
時
給
８
５
０
円

※ 

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険

加
入

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
写
真
を
添
付
し
て
、
学
校
教
育

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登

録
台
帳
」
は
、
学
校
教
育
課
、
市
役
所

2
階
総
務
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◎
共
通
事
項

▼
任
用
期
間
4
月
1
日
〜
平
成
29
年
3

月
31
日
（
1
年
間
）

▼
応
募
期
限
＝
2
月
12
日
（
金
）
必
着

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課 

学
校
支
援
第
一
係

12 月 10 日入札 建設工事等発注状況
工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

阿賀野市立中学校自動体外式除細動

器（AED）賃貸借

新潟綜合警備保

障㈱
4,104 円／月 70.4% 指名競争 5年間 3

保田小学校増築・改修設計業務委託 
㈲エスシー企画

設計室
2,157,840 円 99.7% 指名競争 H28.03.31 4

京ヶ瀬小学校教育用パソコンネット

ワークシステム賃貸借 

日通商事㈱新潟

支店
113,346円／月 87.8% 指名競争 5年間 6

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 



■お知らせ版 ■お知らせ版

17 16平成 28 年 2 月号 平成 28 年 2 月号

募 　

集 
学
習
支
援
教
員
・
介
助

員
を
募
集

　

平
成
28
年
度
の
学
習
支
援
教
員
と
介

助
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
学
習
支
援
教
員

▼
応
募
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

の
教
諭
免
許
を
有
す
る
健
康
な
人

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
小
中
学
校

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
任
用
期
間
の
う
ち
、

学
校
で
授
業
の
あ
る
日
、
1
日
7
時
間

30
分
勤
務

▼
賃
金
＝
時
給
１
２
５
０
円
（
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

◎
介
助
員

▼
応
募
資
格
＝
不
問

▼
募
集
人
数
＝
若
干
人

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
任
用
期
間
の
う
ち
、

学
校
で
授
業
の
あ
る
日
、
1
日
6
時
間

ま
た
は
7
時
間
勤
務

▼
賃
金
＝
時
給
８
９
０
円（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

◎
共
通
事
項

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
29
年

3
月
31
日
（
1
年
間
・
夏
季
休
業
期
間

を
除
く
）

▼
応
募
方
法
＝
市
の
「
臨
時
・
パ
ー
ト

職
員
登
録
台
帳
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を

添
付
し
て
、
笹
神
支
所
2
階
学
校
教
育

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
＝
2
月
25
日
（
木
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
登

録
台
帳
」
は
、
学
校
教
育
課
、
市
役
所

2
階
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課 

学
校
支
援
第
二
係

道
路
維
持
作
業
員
を
募
集

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
60
歳
未
満

で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
大
型
特

殊
運
転
免
許
、
作
業
運
転
資
格
の
全
て

を
所
有
す
る
健
康
な
人

▼
募
集
人
数
＝
1
人

▼
勤
務
内
容
＝
道
路
・
水
路
等
施
設
の

維
持
管
理
作
業
や
作
業
に
伴
う
建
設
重

機
等
の
運
転
、
除
雪
業
務
の
補
助
作
業

▼
任
用
期
間
＝
4
月
1
日
〜
平
成
29
年

3
月
31
日
ま
で
（
1
年
間
）

▼
勤
務
日
・
時
間
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）、
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時

▼
報
酬
＝
月
額
16
万
円
（
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
加
入
）

▼
応
募
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、写
真
を
添
付
し
て
、

市
役
所
3
階
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
期
限
＝
2
月
17
日
（
水
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
日
程
は
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

維
持
緑
地
係
（
内
線
３
１
３
）

阿
賀
野
市
長
選
挙

投
票
立
会
人
を
募
集

　

阿
賀
野
市
長
選
挙
の
投
票
立
会
人
を

募
集
し
ま
す
。

　

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所
で
の
投

票
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
す

る
な
ど
、
投
票
手
続
き
の
全
て
に
立
ち

会
う
有
権
者
の
代
表
で
す
。

▼
応
募
資
格
＝
阿
賀
野
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
（
日
本
国
民

で
あ
り
、
投
票
日
に
お
い
て
満
20
歳
以

上
で
、
引
き
続
き
3
か
月
以
上
、
阿
賀

野
市
に
住
所
を
有
す
る
人
）。

▼
募
集
す
る
投
票
立
会
人

・ 

投
票
日
当
日
に
お
け
る
31
か
所
の
投

票
所
（
1
投
票
所
に
つ
き
2
人
）
の

投
票
立
会
人

・  
期
日
前
投
票
期
間
に
お
け
る
4
か
所

の
期
日
前
投
票
所
（
1
期
日
前
投
票

所
に
つ
き
2
人
）
の
投
票
立
会
人

▼
主
な
仕
事
内
容

・ 

投
票
所
の
開
所
・
閉
鎖
の
立
会
い

・ 

最
初
の
選
挙
人
（
有
権
者
）
が
投
票
す

る
際
、
投
票
箱
に
何
も
入
っ
て
い
な
い

こ
と
の
確
認
行
為
で
の
立
会
い
（
投
票

日
当
日
・
期
日
前
投
票
の
初
日
の
み
）

・ 

選
挙
人
が
投
票
所
に
入
場
し
て
か
ら

投
票
用
紙
を
投
票
箱
に
入
れ
退
場
す

る
ま
で
の
立
会
い

・ 

投
票
終
了
直
後
の
投
票
箱
の
閉
鎖
の

立
会
い

・ 

投
票
終
了
後
、
投
票
所
か
ら
開
票
所

ま
で
の
投
票
箱
の
送
致

・ 

投
票
録
等
関
係
書
類
へ
の
署
名

※ 

公
正
な
投
票
を
確
保
す
る
た
め
、
投

票
立
会
人
の
仕
事
は
重
要
で
す
。
し

か
し
、
選
挙
制
度
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
は
特
に
必
要
な
く
、
難
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
詳

細
は
、
投
票
所
の
事
務
従
事
者
や
市

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
説
明
し
ま
す

の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
＝
市
役
所
4
階
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
４
０
１
会
議
室
）・

各
支
所
に
あ
る
専
用
の
申
込
書
に
記
入

の
上
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

は
不
可
）。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
当

委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

　

無
投
票（
投
票
を
行
わ
な
く
な
っ
た
）

の
場
合
は
、
立
会
い
の
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
3
月
1
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
４
０
１
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■執務（投票）時間・場所等

投票日当日
〔4月 17 日（日）〕

期日前投票期間
〔4月 11 日（月）～ 16 日（土）〕

投票

時間

午前 7 時～午後 8 時。事務

の都合上、なるべく午前 6

時30分までに集合願います。

午前 8時 30 分～午後 8時。事

務の都合上、なるべく 15 分前

までに集合願います。

場所

選挙人名簿に登載されてい

る各自の投票所（申込書の

「開設予定の投票所一覧」で

確認してください）

・・ 市役所 1階「多目的ホール」

・・ 安田支所 1階「ロビー」

・・ 京ヶ瀬支所 1階「ロビー」

・・ 笹神支所 2階「ホール」

報酬 1 日 10,700 円

・・ 1 日…9,500 円

・・ 前半（午前 8時 30分～午後 2

時 15分）…4,750円

・・ 後半（午後 2時 15 分～午後 

8 時）…4,750 円

そ
の
他

立会い当日の昼食・夕食は、

市選挙管理委員会で用意し

ます。投票終了後、投票所

の後片付けや開票所への投

票箱等送致の同行をお願い

する場合があります。

立会い当日の昼食・夕食は、

市選挙管理委員会で用意しま

せん。必要な人は各自準備し

てください。各支所を希望す

る場合は、その旨申し出くだ

さい。

登
録
統
計
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

国
が
実
施
す
る
基
幹
統
計
調
査
（
国

勢
調
査
、
経
済
セ
ン
サ
ス
な
ど
）
で
、

調
査
票
の
配
布
や
回
収
を
行
う
統
計
調

査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

① 

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

② 

責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で

き
る
人

③ 

調
査
上
知
り
得
た
秘
密
を
保
護
で
き

る
人

④ 

税
務
・
警
察
・
選
挙
業
務
に
従
事
し

て
い
な
い
人

⑤ 

暴
力
団
員
で
な
い
人
、
暴
力
団
・
暴

力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い

な
い
人

▼
応
募
方
法
＝
調
査
員
登
録
申
込
書
・

意
向
確
認
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
市
役
所
2
階
市
民
協
働
推
進
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
員
登
録
申

込
書
等
は
市
民
協
働
推
進
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

・ 

応
募
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

・ 

調
査
終
了
後
、
国
の
基
準
に
基
づ
き

報
酬
を
支
払
い
ま
す
。
金
額
は
、
お

お
む
ね
2
〜
5
万
円
程
度
で
す
。

・ 

任
命
期
間
は
2
〜
3
か
月
程
度
で
す
。

・ 

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る
際
、
調
査

の
規
模
・
対
象
地
域
な
ど
を
考
慮
し

て
調
査
員
を
お
願
い
し
ま
す
。
希
望

と
は
異
な
る
地
域
の
調
査
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協

働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線

６
０
３
）

特
殊
詐
欺
等
抑
止
通
話
録
音
装
置

設
置
希
望
者
を
募
集

　

市
内
で
は
、
平
成
27
年
に
特
殊
詐
欺

被
害
が
9
件
発
生
し
、
被
害
総
額
は

３
５
５
０
万
円
に
上
り
ま
す
。

　

増
加
す
る
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特

殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
の
被
害
か
ら
皆
さ

ん
の
大
切
な
財
産
を
守
る
に
は
、
新
た

な
対
策
と
し
て
通
話
録
音
装
置
が
有
効

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
特
殊
詐
欺
等
の
抑
止
効
果

を
検
証
す
る
た
め
、
通
話
録
音
装
置
の

設
置
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
装
置
の
特
徴

・ 

家
庭
の
電
話
回
線
と
固
定
電
話
機
の

間
に
通
話
録
音
装
置
を
接
続
し
、
電

話
の
着
信
が
あ
っ
た
際
、
警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
た
後
に
会
話
内
容
を

自
動
録
音
し
ま
す
。

・ 

登
録
し
た
電
話
番
号
に
は
、警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※ 

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
対
応
機
種

に
限
り
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
後
日
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
で
き
る
人

▼
貸
出
台
数
＝
33
台

▼
貸
出
期
間
＝
3
月
1
日
（
火
）
〜
平

成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

▼
募
集
期
間
＝
2
月
26
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
通
話
録
音
装
置
貸
出
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役

所
2
階
総
務
課
・
各
支
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
総
務
課
・
各

支
所
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
選
考
方
法
＝
応
募
多
数
の
場
合
は
、

厳
正
な
る
抽
選
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

決
定
者
に
は
直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
総
務
課
・
各

支
所
に
設
置
し
て
い
る
募
集
チ
ラ
シ
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

地
域
安
全
係
（
内
線
２
６
２
）

自
分
の
ま
ち
を
災
害
か
ら
守
る
仲
間

男
性
・
女
性
消
防
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

消
防
団
員
は
消
防
署
員
と
は
違
い
、

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に

基
づ
き
消
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
消
防
団
員
は
火
災
発
生
時
の
出

動
を
、
女
性
消
防
団
員
は
防
火
や
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
指
導
を
主
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

大
切
な
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
守
る
た

め
、
一
緒
に
活
動
し
て
も
ら
え
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象

・ 

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

・ 

年
齢
18
歳
以
上
45
歳
未
満
の
人

・ 

心
身
と
も
に
健
全
な
人

▼
活
動
内
容

・ 

火
災
予
防
活
動
、
災
害
時
の
消
防
活

動
・
後
方
支
援
等

・ 

各
訓
練
等
へ
の
参
加
（
消
防
団
事
業
）

▼
消
防
団
員
の
待
遇
＝
年
額
報
酬
や
災

害
活
動
・
訓
練
に
出
動
し
た
際
に
手
当

な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

消
防
本
部 

消
防
団
事
務
局

・ 

地
元
消
防
団

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度

　

従
業
員
が
消
防
団
に
入
団
し
や
す

く
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

消
防
関
係
法
令
に
重
大
な
違
反
を
し

て
い
な
い
、
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す

る
事
業
所
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

▼
認
定
条
件

・・    

消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
従
業
員
が

4
人
以
上
い
る
こ
と
。

・・    

従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
積

極
的
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
（
入
団

人
数
は
問
い
ま
せ
ん
）。

・・    

災
害
時
等
に
事
業
所
の
資
機
材
等
を

消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
の
協
力
が

で
き
る
こ
と
（
従
業
員
に
消
防
団
員

が
い
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
）。

・・    
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
充
実

強
化
に
寄
与
し
て
い
て
、
特
に
優
良

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

※ 

認
定
を
受
け
た
事
業
所
に
は
表
示
証

を
交
付
し
ま
す
。
交
付
を
受
け
た
事

業
所
は
、
表
示
証
を
事
業
所
内
に
掲

示
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
た
り
す
る
な
ど
、
自
社
の
地
域
貢

献
を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
審
査
に
お
け
る
総
合
評
点
へ
の
加

点
と
い
っ
た
優
遇
措
置
も
あ
り
ま

す
。
多
く
の
事
業
所
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
（
34
事
業
所
）

（
1
月
1
日
現
在　

認
定
日
順
）

㈱
帆
苅
組
、
㈲
澤
田
工
業
、
㈱
坂
詰

組
、小
菅
建
設
興
業
㈱
、永
光
建
設
㈱
、

㈱
三
浦
組
、
㈱
ミ
ツ
マ
、
㈱
ラ
イ
ズ

ビ
ル
ド
、㈲
川
端
商
会
、㈱
阿
賀
建
設
、

㈱
小
島
組
、
㈱
北
友
建
設
、
㈱
渡
辺

建
設
、㈱
小
林
造
園
、㈱
加
藤
工
業
所
、

㈱
ハ
ナ
ザ
ワ
、
㈲
戸
田
建
設
、
㈱
光

建
設
、
㈱
宇
尾
野
設
計
・
機
工
、
㈱
井

上
土
木
、㈱
神
山
企
画
、安
田
建
設
㈱
、

㈱
佐
藤
建
設
、
㈱
遠
清
商
事
、
㈲
中

野
建
設
、
㈲
山
辰
建
設
、
㈱
小
林
組
、

㈱
加
藤
組
、
㈱
国
井
組
、
㈲
五
頭
電

気
商
会
、㈱
石
栗
組
、㈱
今
井
電
友
舎
、

㈱
清
野
、
安
田
設
備
工
業
㈱

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部 

消
防
団

事
務
局
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募 　

集 
バ
ス
運
転
員
・
文
書
配
達
員

を
募
集

▼
応
募
資
格
＝
原
則
と
し
て
市
内
在
住

で
65
歳
未
満
の
人

▼
職
種
・
勤
務
内
容
等

① 

バ
ス
運
転
員
…
不
定
期
（
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
含
む
週
1
〜
2
回

程
度
）。
午
前
5
時
〜
午
後
10
時
の

間
の
数
時
間
（
行
き
先
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）。
大
型
ま
た
は
中
型
バ

ス
の
運
転
業
務
。
1
時
間
当
た
り

１
２
９
０
円
。
大
型
自
動
車
第
1
種

免
許
を
有
す
る
人
。

② 

文
書
配
達
員
…
月
2
回
程
度
（
基
本

毎
月
1
日
と
15
日
）、
1
回
4
時
間

程
度
。
広
報
紙
等
の
配
布
物
を
車
両

に
積
み
込
み
、
自
治
会
長
宅
（
お
お

む
ね
60
か
所
）
へ
配
達
す
る
業
務
ほ

か
。
1
回
5
千
円
。
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
有
す
る
人
。

▼
提
出
書
類
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

① 

登
録
台
帳
…
市
役
所
2
階
総
務
課
や

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

② 

市
販
の
履
歴
書

※ 

①
②
と
も
写
真
を
貼
付
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
期
限
＝
4
月
か
ら
の
勤
務
を
お

願
い
す
る
た
め
、
2
月
15
日
（
月
）
ま

で
に
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内
線
２
６
６
）

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
予
備
自
衛
官
補
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
一
般
社
会
人

や
学
生
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、
教
育
訓
練
終
了
後
、
予
備
自
衛
官

と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。
予
備
自

衛
官
は
、
第
一
線
部
隊
が
出
動
し
た
と

き
に
、
駐
屯
地
の
警
備
を
実
施
す
る
な

ど
、
後
方
地
域
で
任
務
に
就
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

・ 

一
般
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

・ 

技
能
…
18
歳
以
上
で
国
家
資
格
を
有

す
る
人
（
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
〜

55
歳
未
満
の
人
）

▼
募
集
期
間
＝
4
月
8
日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
期
日
＝
4
月
15
日
（
金
）
〜
19

日
（
火
）
の
指
定
さ
れ
た
1
日

▼
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
新
発
田

地
域
事
務
所　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

５
６
１
９

講
座
・
教
室

市
民
園
芸
教
室

▼
日
時
＝
2
月
20
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
〜
2
時
30
分

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
テ
ー
マ
＝
多
肉
植
物
の
楽
し
み
方

▼
講
師
＝
中
島
瑠
美
氏
（
ナ
カ
ジ
マ
園

芸
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人
程
度

▼
参
加
費
＝
2
千
円
（
材
料
費
ほ
か
）

▼
申
込
期
限
＝
2
月
13
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
フ
ラ

ワ
ー
愛
好
会
事
務
局　

中
島　

☎
０
９
０
‐
６
２
２
７
‐
６
６
９
６

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

市
民
の
掲
示
板

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
2
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
23
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午
▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館

▼
内
容
＝
随
筆
「
春
城
談だ

ん

叢そ
う

」
よ
り

「
吾わ

が

郷ご
う

の
大
数
学
家
」（
先
回
の
続
き
）

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
春
城
会　

中
村

☎
62
‐
７
０
３
８ス

ポ
ー
ツ

市
体
育
協
会 

市
ス
キ
ー
連
盟

ス
キ
ー
参
加
者
募
集

◎ 

楽
し
く
・
や
さ
し
く
滑
ろ
う 

マ
ス

タ
ー
ズ
＆
レ
デ
ィ
ー
ス

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
日
）
午
前
9
時

現
地
集
合
、
午
後
3
時
30
分
現
地
解
散

予
定

▼
会
場
＝
ニ
ノ
ッ
ク
ス
ス
キ
ー
パ
ー
ク

（
新
発
田
市
上
三
光
大
平
国
有
林
無
番
地
）

▼
集
合
場
所
＝
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
2
階
レ

ス
ト
ラ
ン

▼
対
象
＝
市
近
郷
在
住
者

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
2
千
円
（
昼
食
・
保
険
料

込
み
）

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
2
月
16
日
（
火
）

▼
そ
の
他
＝
送
迎
希
望
者
は
申
し
出
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
体
育

協
会
事
務
局
（
市
交
通
安
全
協
会
内
・

阿
賀
野
警
察
署
隣
）
　

☎
25
‐
７
６
１
３

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

専
門
医
が
糖
尿
病
を
解
説

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

あ
が
の
市
民
病
院
の
「
糖
尿
病
・
生

活
習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー
」
に
、

新
潟
大
学
か
ら
専
門
医
が
3
人
着
任
し

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
3
人
の
専
門
医
が
3
回

シ
リ
ー
ズ
で
、
糖
尿
病
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
糖
尿
病
の
予
防
・
悪

化
防
止
の
た
め
、
ぜ
ひ
聴
講
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
期
日
・
テ
ー
マ
・
講
師

① 

2
月
16
日
（
火
）
／
糖
尿
病
に
つ
い

て
知
ろ
う
／
藤
原
和
哉
医
師

② 

3
月
3
日
（
木
）
／
糖
尿
病
の
隠
れ

た
危
険
／
松
永
佐
澄
志
医
師

③ 

3
月
11
日
（
金
）
／
は
じ
め
て
の
糖

尿
病
／
山
本
正
彦
医
師

▼
時
間
＝
午
後
2
時
〜
3
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
会

議
室
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医
療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係
（
内
線
２
８
８
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
支
え
よ
う

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
５

〜
み
ん
な
で
つ
く
る
、
子
育
て
の
未
来
〜

　

市
で
は
、
4
月
に
新
し
い
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
セ
ン
タ
ー
を
支
え
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
、「
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
で

す
く
す
く
成
長
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な

で
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
、
子
育
て

を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
子
育
て

経
験
を
生
か
し
た
い
人
、
地
域
で
の
子

育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
第
1
回

▼
日
時
＝
2
月
26
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午

▼
テ
ー
マ
＝
地
域
で
〈
育
つ
〉
を
支
え

る
、
阿
賀
野
市
の
子
育
て
環
境
の
現
状

▼
講
師
＝
榊
原
久
子
氏
（
和
光
市
南
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設

長
）、
市
職
員

▼
内
容
＝
阿
賀
野
市
の
子
育
て
環
境
の

現
状
と
共
に
、
先
進
的
な
子
育
て
支
援

の
在
り
方
・
支
援
者
と
し
て
子
育
て
に

関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
事
例
検
討
を
交

え
て
学
び
ま
す
。

◎
第
2
回

▼
日
時
＝
3
月
4
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
テ
ー
マ
＝
親
子
遊
び

▼
講
師
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

育
士

▼
内
容
＝
親
子
遊
び
を
体
験
し
な
が
ら

学
び
ま
す
。

◎
第
3
回

▼
日
時
＝
3
月
9
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
テ
ー
マ
＝
子
ど
も
に
多
い
け
が
の
応

急
手
当

▼
講
師
＝
消
防
本
部
の
救
急
救
命
士

▼
内
容
＝
子
ど
も
に
多
い
け
が
や
病
気

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◎
第
4
回

▼
日
時
＝
3
月
18
日
（
金
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午

▼
テ
ー
マ
＝
親
子
の
自
己
肯
定
感
を
育

む
支
援
、
講
座
の
振
り
返
り

▼
講
師
＝
椎
谷
照
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
イ
ド
22
代
表
、
に
い

つ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
育
ち
の
森
館

長
）

▼
内
容
＝
支
援
者
と
し
て
、
親
子
の
自

己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
す
。
講
座
全
体
の
振
り
返
り
を
行

い
、
子
育
て
支
援
で
で
き
る
こ
と
を
考

え
ま
す
。

◎
共
通
事
項

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
研
修
室
」

▼
対
象
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
意
欲
や
関
心
の
あ
る
人
、
地
域

で
の
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
人

▼
定
員
＝
先
着
各
30
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
回
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

・ 

第
1
回
〜
第
4
回
の
全
て
の
回
の
受

講
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

・ 

保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
定
員

は
5
人
程
度
（
先
着
順
）。
対
象
は
生

後
6
か
月
以
上
（
小
学
生
可
）
で
、

協
力
金
１
０
０
円
／
人
が
必
要
で
す
。

各
回
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
＝
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟

Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会　

石
本
・
小
林

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
８
７
５
０

Ⓕ
０
２
５
‐
２
８
１
‐
０
０
１
４

in
fo
@
n
an
-w
eb
.o
rg

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課
（
内
線

２
３
０
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
8
日
（
月
）、22
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館
「
視
聴
覚
室
」

※ 

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

視
聴
覚
室
の
み
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

○ 

2
月
8
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

寒
い
冬
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
絵
本
や
わ
ら
べ
歌
遊
び
を
用
意
し

ま
す
。

○ 

2
月
22
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り
」

　

も
う
す
ぐ
「
ひ
な
祭
り
」。
女
の
子

は
も
ち
ろ
ん
、
男
の
子
も
、
み
ん
な
一

緒
に
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
手
作
り

し
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、
帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

　

平
成
27
年
10
月
〜
平
成
28
年
1
月
分

（
4
か
月
分
）
の
児
童
手
当
を
、
2
月

12
日
（
金
）
に
受
給
者
の
指
定
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
の
で
、確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
４
２
）

2
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
2
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

♥
持
ち
歩
こ
う　

エ
コ
バ
ッ
ク

♥
も
っ
た
い
な
い　

上
手
に
料
理　

ゴ
ミ
減
量

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ
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い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・ 

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・ 

村

上

…

☎

０

２

５

４
‐

53
‐

４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番
号

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談

▼
期
日
＝
2
月
17
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
別
館
3
階
「
３
０
２

会
議
室
」
※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容

等▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
2
月
23
日
（
火
）、
3
月
2

日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
（
1

人
30
分
程
度
）
※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

山口　昭司 83 歳 12.31 保　田

鈴木　政藏 80 歳 12.31 小　松

井伊　ヤイ 83 歳 1.1 寺　社

金子　富榮 80 歳 1.1 駒　林

小幡　フミ 91 歳 1.1 保　田

塩田　信男 81 歳 1.2 安野町

阿部　春江 79 歳 1.4 保　田

斎藤アキノ 88 歳 1.4 保　田

五十嵐和夫 79 歳 1.5 籠　田

木村　キヌ 89 歳 1.5 今　板

月岡　末治 100 歳 1.6 福　永

小野　　力 66 歳 1.6 上山屋

佐々木貞吾 91 歳 1.7 下黒瀬

海　キヱ 79 歳 1.7 下　里

髙 　春  68 歳 1.8 保　田

阿部　公夫 86 歳 1.9 嘉瀬島

遠藤　政榮 93 歳 1.11 次郎丸

酒井キクエ 94 歳 1.11 緑　町

溝坂　正子 78 歳 1.12 境　新

北村　トミ 90 歳 1.12 笹　岡

川越　ツユ 90 歳 1.13 寺　社

宮嶋　重雄 63 歳 1.13 山　崎

石塚　庄藏 80 歳 1.14 沢　口

披田野　幸 85 歳 1.14 山　倉

梶山ヨキイ 85 歳 1.14 中央町 2

加藤　文雄 80 歳 1.14 湯　沢

田中　スエ 95 歳 1.14 草　水

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

堀内　沙
さ

笑
え

 学校町

成田　幸
ゆき

乃
の

 下　里

岩村　　雅
みやび

 女　堂

阿部　叶
とう

真
ま

 関　屋

植木　美
み

月
づき

 里

鶴巻　結
ゆ

愛
あ

 久　保

三浦　柊
とう

弥
や

 安野町

宇野　雄
ゆう

貴
き

 南安野町

西川　愛
あい

莉
り

 寺　社

上田陽
ひ

奈
な

乃
の

 保　田

能 山優
ゆう

理
り

 緑　岡

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

ちゃん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

優
沙　織
幸　治
えりか
孝　政
江　美
裕　希
鮎　美
茂　晴
晃　子
響

祐希乃
尚　登
由　貴
義　幸
和　世
章　之
恵　子
敦

優　子
将　一
絵　梨

 氏　名 年　齢 死亡月日 住　所

（1月 1日～ 1月 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 2月 10 日（水）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等を利用してください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 214）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

（広 告）

畳のご用命は、安心の畳屋さん畳のご用命は、安心の畳屋さん

たたみのウエマツ
阿賀野市中潟 251

上松畳内装

　フリーダイヤル　０１２０‐５９０‐７１０

包丁研ぎを始めました。引き取りに伺った上でお届けします

人にやさしい、まごころを乗せて人にやさしい、まごころを乗せて

阿賀野市猫山 434　（代表 宮尾 正彦）　
☎ 070-4128-1234

サンポウ福祉タクシー
2 月から営業を開始しました。

車椅子・ストレッチャーの人も安心して

乗車できます。ぜひ、ご利用ください。

　
　
　

は
蔵
書
点
検
期
間
で
す
。

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
2
月
1
日（
月
）、8
日（
月
）、

11
日
（
木
・
祝
）、
15
日
（
月
）
〜
26

日
（
金
）、
29
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
2
月
5
日
（
金
）、11
日
（
木
・

祝
）、
12
日
（
金
）、
19
日
（
金
）、
25

日
（
木
）、
26
日
（
金
）

◎ 

安
田
図
書
館

▼
期
日
＝
2
月
2
日（
火
）〜
10
日（
水
）

夜
間
役
所
（
2
月
）

▼
期
日
＝
2
月
3
日
（
水
）、17
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、口
座
振
替
手
続
き
等
。
旅
券（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で
す
。

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
登
記
無
料
相
談
月
間

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
2

月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
に
つ
い
て
県

内
一
斉
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
続
登

記
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

ま
た
、
1
年
を
通
じ
て
次
の
と
お
り

無
料
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
司
法
書
士
無
料
相
談

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
（
要
予
約
）

▼
予
約
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

◎
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
＝
平
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
・

午
後
1
時
〜
4
時
（
電
話
相
談
）

▼
相
談
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
４
０
‐
７
８
６
７

◎
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

▼
日
時
＝
平
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
・

午
後
1
時
〜
4
時
（
電
話
相
談
）

▼
相
談
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
４
０
‐
７
９
７
４

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

若
者
の
就
労
支
援

出
張
相
談
所
「
阿
賀
野

サ
テ
ラ
イ
ト
」

　

若
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る

「
下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
、
出
張
相
談
所
「
阿
賀
野

サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

「
働
き
た
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
人
付
き
合

い
が
苦
手
で
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」

「
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
子
ど
も
の
将

来
が
心
配
」
な
ど
、
就
職
に
つ
い
て
悩

み
の
あ
る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
、
午

後
2
時
〜
4
時

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
相
談
室
」

▼
対
象
＝
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
人
、
ま

た
は
そ
の
家
族

▼
そ
の
他
＝
相
談
無
料
。
相
談
は
予
約

制
で
1
回
50
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
下
越
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
８
７
３
５
（
祝
日
、

第
2
金
曜
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
、
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
）

新
潟
県
新
潟
労
働
相
談
所

休
日
労
働
相
談
会

　

新
潟
労
働
相
談
所
で
は
、
平
日
に
相

談
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
休
日
労
働

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
21
日
（
日
）
午
後
1
時

〜
4
時
30
分

▼
会
場
＝
新
潟
地
域
振
興
局
（
新
潟
市

中
央
区
川
岸
町
3
‐
18
‐
1
）

▼
相
談
方
法

・ 

面
談
相
談
…
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

・ 

電
話
相
談
…
労
働
相
談
専
用
電
話　

　

☎
０
２
５
‐
２
３
２
‐
６
１
１
０

▼
相
談
内
容

・ 

労
働
者
側
…
「
賃
金
・
残
業
代
を
払
っ

て
も
ら
え
な
い
」「
突
然
解
雇
を
告
げ

ら
れ
た
」「
退
職
を
認
め
て
も
ら
え
な

い
」
な
ど

・ 

事
業
主
側
…
「
採
用
の
際
、
労
働
者

側
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄

は
？
」「
問
題
社
員
が
い
て
困
っ
て
い

る
」「
就
業
規
則
を
改
正
し
た
い
」
な

ど▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟

労
働
相
談
所　

☎
０
２
５
‐
２
３
２
‐

６
１
１
０

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
・

相
談
窓
口

　

在
宅
や
福
祉
施
設
で
提
供
さ
れ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
初
め
に
説
明

を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
と
違
っ
て
い
た

り
、
職
員
の
対
応
に
不
満
や
苦
痛
を
感

じ
た
り
し
た
場
合
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

中
立
・
公
正
な
立
場
で
助
言
や
調
査

な
ど
を
行
い
、
適
切
に
解
決
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会　

☎
０
２
５
‐

２
８
１
‐
５
６
０
９

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―
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1
月
8
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ィ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
片
桐
和
喜
理

事
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
カ
ビ
テ
州
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
マ
リ
ア
ー

ノ
・
ア
ル
バ
レ
ス
町
の
エ
チ
バ
リ
リ
ャ
市

長
か
ら
預
か
っ
た
感
謝
状
を
、
田
中
市
長

と
唐
橋
消
防
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
市
が
1
月
ま
で
使
用

し
て
廃
車
し
た
消
防
車
・
救
急
車
各
1
台

を
、
同
法
人
を
介
し
て
同
町
に
寄
贈
し
た

こ
と
に
伴
い
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
法
人
は
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
の
友
好
親
善
と
相
互
理
解
、
両
国
の
発

展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
車
等
の
提
供
に
伴
う
感
謝
状
受
贈

消
防
車
等
が
異
国
で
活
躍

地
域
医
療
を
考
え
る
！

知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

知
事
と
県
民
が
直
接
意
見
を
交
わ
す

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
12
月
21
日
、

ふ
れ
あ
い
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

泉
田
裕
彦
県
知
事
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
千
田
敏
之
氏
（
日
経
BP
社
医
療
局
編

集
委
員
）、
尾
﨑
進
氏
（
あ
が
の
市
民
病
院

院
長
）、
遠
藤
志
野
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）、
北
窓
隆
子
県
副
知
事
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、地
域
医
療
を
テ
ー
マ
に
、

10
月
に
開
院
し
た
あ
が
の
市
民
病
院
の
話

題
を
中
心
に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
あ
が
の
市
民
病
院
の
医

師
・
患
者
の
現
状
に
つ
い
て
、
よ
く
分

か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

1
月
10
日
、
安
田
体
育
館
や
安
田
支
所

前
市
道
な
ど
を
会
場
に
「
消
防
出
初
式
」

が
開
催
さ
れ
、
市
消
防
関
係
者
や
消
防
団

員
な
ど
約
２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
1
年
の
無
災
害
を
祈
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
防
火
意
識
高
揚
を

図
る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
１
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
見
守

る
中
、
消
防
団
員
た
ち
が
本
番
さ
な
が
ら

に
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
消
防
車
両
を

緊
急
走
行
さ
せ
た
り
、
出
火
地
点
に
一
斉

放
水
し
た
り
す
る
な
ど
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
十
二
分
に
披
露
し
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

訓
練
の
成
果
を
披
露
！

寒
さ
に
負
け
ず
走
り
抜
く

安
田
地
区
裸
参
り

　

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
る
伝
統
行
事

「
安
田
地
区
裸
参
り
」
が
1
月
14
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ラ
シ
に
半
股
引
き
姿
の
男
性
や
柔
道

着
を
着
た
子
ど
も
た
ち
59
人
が
、
住
吉
神

社
か
ら
安
田
八
幡
宮
ま
で
を
走
り
ま
し
た
。

安
田
八
幡
宮
の
鳥
居
の
下
に
置
か
れ
た
巨

大
な
水
槽
に
勢
い
よ
く
飛
び
込
む
姿
に
は
、

観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
が
10
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
中

学
3
年
の
遠
山
真
央
く
ん
（
保
田
）
は
「
今

回
も
い
い
経
験
が
で
き
た
。
寒
か
っ
た

け
ど
、
気
合
い
で
乗
り
切
っ
た
」
と
引

き
締
ま
っ
た
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

市民元旦マラソン大会

　

1
月
1
日
、
阿
賀
野
市
と
市
体
育

協
会
が
主
催
す
る
「
第
12
回
市
民
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

を
水
原
総
合
体
育
館
前
と
す
る
こ
の

大
会
で
す
が
、
水
原
総
合
体
育
館
が

耐
震
改
修
工
事
中
の
た
め
、
市
役
所

前
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
を
上
回
る
１
９
５

人
が
参
加
。
受
付
時
に
は
少
し
雪
が

舞
っ
て
い
た
も
の
の
、
時
折
晴
れ
間

も
の
ぞ
く
穏
や
か
な
天
候
の
下
、
参

加
者
は
1
・
2
㎞
と
3
㎞
の
コ
ー
ス

を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
走
り
、
走

り
初
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

思い思いに走り初めを楽しみ 和
牛
繁
殖
の
産
地
を
Ｐ
Ｒ

和
牛
改
良
組
合
認
定
和
牛
初
出
荷

　

12
月
7
日
、
上
越
家
畜
市
場
（
上
越
市
）

で
子
牛
市
場
が
開
催
さ
れ
、
神
田
裕
幸
さ
ん

（
六
野
瀬
）
が
生
産
し
た
和
牛
子
牛
が
「
阿
賀
・

阿
賀
野
和
牛
改
良
組
合
」
の
認
定
を
受
け
て

初
め
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
子
牛
に
は

タ
ス
キ
が
掛
け
ら
れ
、
和
牛
繁
殖
の
産
地
で

あ
る
阿
賀
野
市
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

阿
賀
・
阿
賀
野
和
牛
改
良
組
合
は
、
昨
年

4
月
に
和
牛
繁
殖
農
家
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

組
合
で
、
経
営
の
底
上
げ
や
産
地
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

消防団員たちによる消防車両の緊急走行消防団員たちによる消防車両の緊急走行 左から、田中市長、片桐理事長、唐橋消防長左から、田中市長、片桐理事長、唐橋消防長

産
業
関
連
の
ア
イ
デ
ア
が
続
出

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　

12
月
26
日
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で

阿
賀
野
市
産
業
振
興
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
主
催
の
「
あ
が
の
自
慢
の
逸
品
コ
ン

テ
ス
ト
＆
あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
が
の
自
慢
の
逸
品
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

阿
賀
野
市
の
食
に
関
わ
る
商
品
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
30
事
業
所
が
参
加
。
11
月
1
日

開
催
の
「
あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
５
in
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
」
で
来

場
者
の
投
票
が
多
い
順
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
広
く
産
業
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
た
も
の
で
、
応
募
総
数
１
５
０

点
の
う
ち
25
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

あ
が
の
自
慢
の
逸
品
コ
ン
テ
ス
ト

○
グ
ラ
ン
プ
リ
・
㈲
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト

○
準
グ
ラ
ン
プ
リ
・
㈱
め
ん
つ
う

○
第
3
位
・
八は

ち

米べ
い

◎ 

あ
が
の
わ
く
わ
く
ド
リ
ー
ム
コ
ン
テ
ス
ト

○
阿
賀
野
ベ
ス
ト
ド
リ
ー
ム
賞

　

坂
井
優
奈
さ
ん
（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　

浅
野
歩
乃
果
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

小
田
莉
音
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

河
内
真
凜
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

田
中
愛
百
合
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

○
阿
賀
野
ベ
ス
ト
ア
イ
デ
ア
賞

　

渡
辺
瑞
己
さ
ん
（
小
学
生
低
学
年
の
部
）

　

金
子
航
大
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

斎
藤
柚
葉
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

坂
田
菜
月
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

吉
田
祥
子
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

遠
藤
真
思
さ
ん
（
中
学
生
の
部
）

　

高
橋
加
奈
さ
ん
（
一
般
の
部
）

○
阿
賀
野
ド
リ
ー
ム
賞

　

菊
田
莉
来
さ
ん
（
小
学
生
低
学
年
の
部
）　

　

阿
部
葉
乃
香
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

池
田
佳
乃
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

石
塚
め
い
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

伊
藤
乃
愛
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

加
藤
穂
乃
花
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

川
崎
凜
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

中
山
新
太
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

長
谷
川
優
希
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

宮
田
禄
郎
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

　

佐
藤
陽
子
さ
ん
（
一
般
の
部
）

　

梁
浦
三
智
さ
ん
（
一
般
の
部
）

○
審
査
員
特
別
賞

　

五
十
嵐
蓮
さ
ん
（
小
学
生
高
学
年
の
部
）

受賞者の皆さんと佐藤政輝実行委員長受賞者の皆さんと佐藤政輝実行委員長
（前列右端）（前列右端）



25 平成 28 年 2 月号 24平成 28 年 2 月号

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

本
町
商
店
街
の
イ
ル
ミ
フ
ェ
ス
タ

を
子
ど
も
と
見
て
き
ま
し
た
。
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

消
防
士
等
の
苦
労
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

岩
瀬
の
清
水
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
中
野
正
吾
氏
の
歌
碑
は
初
め

て
聞
き
ま
し
た
。 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
消
防
24
時
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
が
あ
っ
て
忙
し
い
ん

だ
な
と
知
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ク
イ
ズ
大
好
き
で
す
。
ご
ず
っ

ち
ょ
は
も
っ
と
大
好
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
5
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

も
う
一
匹
の
家
族
で
初
め
て
ク

ジ
ャ
ク
の
赤
ち
ゃ
ん
を
見
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

瓢
湖
の
白
鳥
の
飛
来
数
が
1
万
羽

を
越
え
ま
し
た
。
次
の
冬
も
た
く

さ
ん
来
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

☆  

瓢
湖
に
は
、
1
月
を
過
ぎ
て
も
例

年
に
比
べ
て
数
多
く
の
白
鳥
が
飛

来
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最

終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

★ 今年もいろんなイベントに
　　　　　　　　　  参加するっちょ

　今年のごずっちょ初参加イベントは、1月 17
日に水の駅「ビュー福島潟」で行われた「福島
潟ウインターフェスタ」だったよ。ビュー福島
潟のキャラクター「クイクイ」や県内各地のキャ
ラクターと会ってきたよ。訪れたお客さんとも
たくさん写真を撮って楽しく過ごしてきたっ
ちょ。

★ みんなの参加待ってるっちょ！
　2月 13 日（土）は、五頭山麓うららの森で
行われる「第 16 回ささかみゆうきの里の火祭
り」に参加するっちょ。時間は午前 10 時から
午後 3時までで、大さいの神、餅つき大会、だ
んごまきなど内容は盛りだくさん。ごずっちょ
もみんなが来るのを待ってるっちょ。

● 

特
集
の
消
防
業
務
を
見
て
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
年
も
広
報
あ
が
の
楽
し
く
読
ま

せ
て
も
ら
い
ま
す
。
毎
回
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
絵
馬
が
か
わ
い
い

で
す
ね
。
当
た
る
と
い
い
な
ー
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

絵
馬
の
他
に
も
貯
金
箱
や
マ
グ

カ
ッ
プ
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
多

く
の
ご
ず
っ
ち
ょ
グ
ッ
ズ
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
集
め
て
み
て
は
？

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ク
ジ
ャ
ク
の
赤
ち
ゃ
ん
「
ピ
ッ

ピ
ー
ち
ゃ
ん
」
が
と
て
も
か
わ
い

い
と
思
い
ま
し
た
。（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
記
事
で
読
み
応

え
が
あ
り
ま
し
た
。（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

消
防
署
の
一
日
は
大
変
な
ん
で
す

ね
。
火
事
は
絶
対
に
出
さ
な
い
と

あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

☆ 

特
集
の
取
材
に
当
た
っ
て
、
消
防

署
に
一
晩
、
泊
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
署
内
の
張
り
つ
め
た
緊
張
感

で
一
睡
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

月
の
ク
イ
ズ
も
少
し
難
し
か
っ
た

で
す
。　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

№44№44

大さいの神（昨年のささかみゆうきの里の火祭り）大さいの神（昨年のささかみゆうきの里の火祭り）

ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

ごずっちょ 検索

P.N 大ちゃんさん

火ひ

除よ

け

土
手
・

安
田
町
割
直
り
屋
敷
図

　

阿
賀
野
市
の
安
田
中
町
自
治
会
内

に
は
「
火
除
土
手
」
と
呼
ば
れ
る
盛

土
し
た
小
さ
な
山
の
よ
う
な
場
所
が

3
か
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時

代
に
造
ら
れ
た
、
町
を
大
火
事
か
ら

守
る
た
め
の
重
要
な
設
備
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
設
備
は
全
国
的
に
も

珍
し
く
貴
重
な
も
の
で
、
昭
和
62
年

に
安
田
町
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
度
重
な
る
大
火
事
の
被
害

　

正
徳
2
（
１
７
１
２
）
年
の
保や

す

田だ

町ま

ち

村む

ら

鑑
か
が
み

帳
ち
ょ
う

に
『
当
町
之
儀
数
度
火

難
御
座
候
ニ
附
、
慶
長
拾
四
年
酉

ノ
年
町
割
直
シ
（
略
）』
と
い
う
記

述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
田

に
何
度
か
火
事
が
あ
り
、
慶
長
14

（
１
６
０
９
）
年
に
町
割
直
し
（
現

在
の
区
画
整
備
）
を
行
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

保
田
は
昔
か
ら
東
南
の
強
い
風
が

吹
く
こ
と
が
多
く
、
現
在
で
も
「
ダ

シ
の
風
」
と
呼
ば
れ
、
火
事
が
起
こ

る
と
燃
え
広
が
り
、
大
火
事
に
な
る

原
因
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

延
宝
4
（
１
６
７
６
）
年
、
旧
城
下

か
ら
離
れ
た
場
所
に
町
筋
と
風
向
き

を
直
角
の
方
向
に
町
割
直
し
を
行
っ

て
移
り
ま
し
た
（
現
在
の
安
田
八
幡

宮
か
ら
安
田
下
町
自
治
会
）。
し
か

し
、
9
年
後
の
貞
亨
2
（
１
６
８
５
）

年
に
約
70
軒
、
町
屋
の
3
分
の
2
が

焼
失
す
る
火
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

保
田
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
中
頃
ま
で
の
２
０
０
年
余
り
の

間
に
、
10
軒
以
上
の
被
害
が
あ
っ
た

火
事
は
7
回
を
数
え
ま
す
。

◆
大
規
模
な
町
割
直
し

　

貞
亨
2
年
の
大
火
事
を
き
っ
か
け

に
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
、
大
規
模
な
町
割
直
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
作
成
さ
れ
た
絵

図
面
「
安
田
町
割
直
り
屋
敷
図
」
は
今

も
残
っ
て
お
り
、
昭
和
62
年
に
安
田

町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
割
直
し
は
、
町
の
大
通
り
の
真

ん
中
に
用
水
を
引
き
、
6
か
所
の
広

小
路
を
造
り
、
そ
こ
に
火
除
土
手
と

称
す
る
土
塁
を
築
い
て
延
焼
を
防
止

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
火
除
土

手
は
、
各
戸
で
用
地
を
出
し
合
っ
た

3
組
6
か
所
の
広
小
路
に
築
か
れ
、

幅
が
約
7
〜
10
ｍ
、
高
さ
が
約
2
ｍ

で
、
さ
ら
に
ケ
ヤ
キ
が
植
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

◆
地
名
を
も
改
め
た
火
災
恐
怖

　

「
安
田
」
の
二
文
字
を
横
書
き
で

草
書
に
し
て
書
く
と
「
烟え

ん

（
煙
）」

と
似
て
い
る
た
め
、火
と
縁
が
あ
り
、

し
ば
し
ば
火
難
に
遭
う
と
い
う
理
由

で
「
保
田
」
に
改
め
ら
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
大
日
本
地
名
辞
書
」
の
著
者

で
あ
る
保
田
出
身
の
吉
田
東
伍
氏

（
１
８
６
４
〜
１
９
１
８
年
）
も
、

自
ら
の
著
書
で
ダ
シ
の
風
と
安
田

（
保
田
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。

　

『
方
俗
安
田
ダ
シ
と
称
す
る
東
南

風
は
、
阿
賀
野
川
の
峡
谷
に
起
こ
り
、

安
田
の
地
其
の
風
口
に
あ
た
る
を
以

て
此
の
名
あ
り
、
春
夏
の
頃
殊
に
多

く
、
連
日
止
ま
ざ
る
事
あ
り
。
安
田
は

貞
亨
2
年
安
字
を
改
め
て
保
を
採
り
、

保
田
町
と
云
ひ
、
今
も
大
字
に
は
保

田
を
依
用
す
、此
町
昔
火
災
あ
り
し
に
、

安あ
ん

田で
ん

の
反は

ん

切せ
つ

（
漢
字
を
表
記
す
る
と

き
、
他
の
組
み
合
わ
せ
を
使
う
こ
と
）

は
煙
（
烟
、
エ
ン
）
な
れ
ば
其
安
字
を

忌
む
べ
し
と
て
改
更
し
た
り
と
（
略
）』

　

前
段
は
ダ
シ
の
風
の
特
徴
に
つ
い

て
、
後
段
は
江
戸
時
代
に
「
安
」
の

字
を
「
保
」
に
改
め
た
こ
と
に
つ
い

て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
ダ

シ
の
風
の
影
響
が
大
き
く
、
大
火
事

へ
の
恐
怖
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

《
参
考
文
献
》
安
田
町
史 

近
世
編
一
・

広
報
や
す
だ

安田町割直り屋敷図（●は現在の建物の位置）安田町割直り屋敷図（●は現在の建物の位置）

現存する火除土手（安田中町十字路）現存する火除土手（安田中町十字路）

安田八幡宮安田八幡宮

●●

●●

瑠璃光院瑠璃光院

●●

頼勝寺頼勝寺

●●

吉田東伍記念博物館吉田東伍記念博物館

●●

保田小学校保田小学校
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★ 1月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 1月号の当選者
・・五十嵐牧衛さん　・・菅井歩美さん
・・小林貞子さん　 ・・P.N たくみん母さん
・・徳永照美さん　・・P.N 石川美枝さん
・・P.N あややんさん　・・P.N ひろのひよ子さん
・・P.N 中高年のマドンナさん　・・山田時子さん

《応募総数 20 通　18 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 2月 15 日（月）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　今回も難易度★ 3.5 です。５つの間違いは、色の濃

淡や微妙な線の太さなどではなく、はっきりと違いが

あるようにしています。よく探してみてください。

紙面紙面

　1月 14 日に行われた「安田地区裸参り」です。この日は、日没後に急激に冷え込み、気温がマイナス 2度まで下
がりました。大人に交じって、子どもたちも大きな掛け声を発しながら、市街地を駆け抜けました。雲ひとつない
星空に咲いた打ち上げ花火も印象的でした。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
ごずっちょ缶バッチ 2個ごずっちょ缶バッチ 2個

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

サケのみそマヨネーズ焼き

【作り方】
① 卵をゆで、殻をむき刻む。
② みそ、マヨネーズ、みりん、①を混ぜ、ソースにする。
＜オーブンを使う場合＞
（1） サケに②のソースをかけ、みじん切りのパセリを散らす。
（2） オーブンの天板にオーブンシートを敷き、（1）のサケを並べ、180 度

に熱したオーブンで、火が通るまで焼く。
＜フライパンを使う場合＞
（1） フライパンにオーブンシートを敷き、サケを並べ、焼く。
（2） サケをひっくり返して②のソースをかけ、みじん切りのパセリを散ら

し、ふたをして火が通るまで焼く。

【材料】（4人分）

サケ（60g）………………………4切れ

卵……………………………………1個

みそ…………………………大さじ 1/2

マヨネーズ……………………大さじ 3

みりん………………………小さじ 1.5

パセリ………………………………3g

＆ょシ ルル＆ルょシ ル＆

プレプププレ

＆＆＆

クックパッドの阿賀野市公式キッチンで

は、50種類以上のレシピを掲載しています。

クックパッド　阿賀野市 検索

● 

今
月
は 

北き
た

新し
ん

町ま
ち 

で
す 

●

地
蔵
様
の
あ
る
大
き
な
自
治
会

　

北
新
町
は
、
水
原
本
町
商
店
街
を
瓢

湖
方
面
に
向
か
い
、
水
原
代
官
所
手
前

の
信
号
を
左
折
。
市
道
を
５
０
０
ｍ
ほ

ど
直
進
し
た
所
に
あ
る
「
地
蔵
様
（
天
神

町
地
蔵
尊
）」
を
中
心
に
、
か
つ
て
の
新

発
田
街
道
で
北
西
か
ら
南
東
に
延
び
る

市
道
沿
線
の
「
従
来
か
ら
の
地
域
」
と
、

宅
地
造
成
に
よ
っ
て
北
西
部
に
形
成
さ

れ
た
「
新
た
な
地
域
」
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
市
内
で
世
帯
数
が
３
番
目
、

人
口
が
2
番
目
で
あ
り
、
市
内
で
も
有

数
の
大
き
な
自
治
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
蔵
様
周
辺
は
、
か
つ
て
天
神
堂
小

路
と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
は
天
神

（
堂
）
長
屋
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
新

町
は
「
天
神
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
蔵
様
は
、
江
戸
時
代
末
期
ま
た

は
明
治
初
期
に
、
佐
渡
か
ら
榎
船
渡
経

由
で
龍
源
寺
（
中
央
町
2
）
に
2
体
を
運

ぶ
途
中
、
1
体
が
動
か
な
く
な
り
、
こ
の

地
に
祭
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
4
月
と
7
月
の
23
日
に
は
地
蔵
様
祭

り
が
開
催
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
や
健
康
を
見
守
る
た
め
、
今
も
3
人

の
講
で
地
蔵
様
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

ダルマ会の仁和加（昭和 24 年 9 月）

南

西

北

東

北新町

ダ
ル
マ
の
仁
和
加
や
神
楽
で
祭
礼
参
加

　

8
月
24
・
25
日
は
、
外
城
八
幡
宮
の

祭
礼
に
氏
子
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
何
も
楽
し
み
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
昭
和
22
年
に
「
ダ
ル
マ
会
」
と

称
す
る
有
志
で
大
き
な
ダ
ル
マ
を
乗
せ

た
仁
和
加
を
建
造
。
従
来
か
ら
の
地
域

に
は
職
人
が
多
く
、
籠
屋
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
竹
を
組
ん
で
和
紙
を
貼
り
、
ダ

ル
マ
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
現
在
も
当

時
の
も
の
を
補
修
し
て
使
っ
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
今
後
は
ダ

ル
マ
の
歴
史
を
絶
や
さ
ず
、
新
た
な
仁

和
加
を
建
造
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

祭
礼
の
最
後
に
奉
納
さ
れ
る
神
楽
舞

は
「
天
神
町
神
楽
」
が
務
め
ま
す
。
現

在
15
人
ほ
ど
で
活
動
し
、
神
楽
舞
と
四

つ
剣
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

子
ど
も
会
を
通
じ
て
自
治
会
の
活
動
へ

　

自
治
会
の
活
動
は
、
平
成
16
年
8
月

か
ら
4
班
編
成
で
夜
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
週
1
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
外
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
進
め
る
こ
と
で
、
犯
罪

抑
制
効
果
が
高
ま
り
、
地
域
の
安
全
が

図
ら
れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
「
北
新
町
子
ど
も
会
」
は
、
小
学
生
が

50
人
超
と
多
く
、
現
在
6
班
編
成
で
通

学
し
て
い
ま
す
。
行
事
も
多
彩
で
、「
新

入
生
対
面
式
」
や
自
治
会
集
会
所
「
北ほ

く

星せ
い

会
館
」
の
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」、
サ
ン
ト

ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
で
夏
休
み
の
思
い
出
を

つ
く
る
「
育
成
会
事
業
」、「
ク
リ
ス
マ
ス

会
」「
さ
い
の
神
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
も
子
ど
も
会
の
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
こ

の
活
動
を
通
じ
て
、
若
い
人
に
参
加
を

呼
び
掛
け
、
自
治
会
総
参
加
に
よ
る
運

営
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
五
十
嵐
渉
さ
ん
ほ
か
5
人
）

■世帯数 235
■人　口 718

（1月 1日現在）

市役所から市営バス折居大日
線、神山線で 10分～25 分〔北
本町（ムラヤマ燃料前）〕

意
欲
と
能
力
と
志
を
も
っ
て

　

あ
っ
と
い
う
間
に
正
月
が
過
ぎ
、

2
月
を
迎
え
ま
し
た
。
受
験
生
に

と
っ
て
は
セ
ン
タ
ー
試
験
も
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
受
験
の
本
番
を
迎
え

ま
す
。
体
調
管
理
に
万
全
を
期
し
、

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
成
果
を
思
う

存
分
発
揮
し
て
希
望
を
か
な
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
は
、
こ
の
ひ
と
月

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
あ
い
さ
つ

回
り
や
新
年
会
な
ど
で
慌

た
だ
し
く
過
ぎ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

昨
年
知
り
合
い
か
ら
黒
ニ

ン
ニ
ク
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
何
気
な
く
食
べ
続
け

て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ひ

と
月
、
疲
れ
も
あ
ま
り
出

ず
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
臭
い
も
な
く
、
体

が
軽
く
て
散
歩
を
し
て
い

て
も
軽
や
か
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
黒
ニ
ン
ニ
ク
に
は
、
タ
ン
パ

ク
質
を
分
解
し
ア
ミ
ノ
酸
に
変
え
る

働
き
や
老
化
を
防
ぐ
抗
酸
化
作
用
が

あ
る
よ
う
で
す
。
少
し
腹
の
出
っ
張

り
も
凹
み
、
メ
タ
ボ
対
策
に
も
つ
な

が
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
今

で
は
、
会
う
人
会
う
人
に
黒
ニ
ン
ニ

ク
を
使
っ
た
六
次
産
業
化
を
始
め
ま

せ
ん
か
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
を
図
る
上
で
六
次
産

業
化
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
誰
で
も
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
簡

単
に
で
き
、
健
康
に
も
良
い
、
そ
し

て
何
よ
り
将
来
需
要
が
見
込
め
る
黒

ニ
ン
ニ
ク
か
ら
始
め
て
は
と
考
え
て

い
ま
す
。
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇
し
て
い
て
は
何
も
前

に
進
み
ま
せ
ん
。
1
月
14
日
の
農
業

新
聞
に
「
健
康
志
向
で
黒
に
脚
光
…
。

温
熟
成
や
蒸
し
焼
き
で
作
る
真
っ
黒

な
ニ
ン
ニ
ク
や
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ゴ
ボ

ウ
が
健
康
志
向
の
消
費
者
か
ら
脚
光

を
浴
び
て
い
る
」
と
の
記
事
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。「
黒
」
に
仕

上
げ
る
こ
と
で
、
老
化
防

止
に
役
立
つ
抗
酸
化
作
用

が
増
す
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
各
地

で
起
き
て
い
る
よ
う
で
、

青
森
県
は
も
ち
ろ
ん
、
北

海
道
、
岐
阜
県
、
宮
崎
県

な
ど
。
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
主

力
産
地
、鳥
取
県
で
は
「
黒

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
」
だ
そ
う
で

す
。
ま
た
、「
黒
ゴ
ボ
ウ
」は
、

抗
酸
化
作
用
の
ほ
か
、
血

糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

市
と
し
て
は
、「
健
康
寿
命
日
本
一
」

を
目
指
す
上
で
、
黒
ニ
ン
ニ
ク
の
六

次
産
業
化
に
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
農
業
振
興
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
黒
ニ

ン
ニ
ク
の
六
次
産
業
化
、
フ
ァ
ー
ス

ト
ペ
ン
ギ
ン
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

田
中
清
善
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作 . 渡辺 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「みみちゃん」は おままごとをするのが だいすきなんだ。お

うちでは ママといっしょに、ほいくえんでは おともだちといっ

しょに いつもやってるんだ！ とくに ママのやくをするのが お

きにいりだよ。おおきくなったら、りっぱな ママになれるように、

これからも おままごとをして いっぱいあそぼう♪

飯塚 美
み な み

南ちゃん（3歳 3か月）／緑岡（パパ康平さん・ママ深希さん）

【人の動き】 人口 44,249 人（－ 56） 男 21,410 人（－ 41） 女 22,839 人（－ 15） 世帯数 14,278（－ 2)

平成 28 年 1 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 22 人・死亡 69 人・転入 49 人・転出 58 人

　1 月 16 日、UX の番組「まるどりっ !」で

瓢湖から生中継が行われました。雪がちらつ

く中、白鳥美人隊と共に、寅五郎飯店、リズム・

ハウス瓢湖、ザ・レストランスワンレイクの

白鳥美人（米粉麺）が紹介されました。

　僕の名前は「ニナ」。14

歳のラブラドールレトリ

バーだよ。

　女の子のような名前だけ

ど、男の子だよ。27 日に生

まれたから「ニナ」になっ

たんだ。

　大型犬の 14 歳は、人間

でいうとおじいちゃん。遠くま

で行く散歩はできなくなったけ

ど、まだまだ元気に頑張るぞ !

吉村幸一さん（高田）宅の「ニナ」くん

　例年、この時期になると3,000羽程度に減っ

てしまう白鳥ですが、今年は、様子が違いま

した。1月 10 日に行われた調査では、5,641

羽が観測されました。1 月 12 日も、冬の瓢

湖に白鳥の元気な鳴き声が響いていました。


